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は じめに

会長岡･本武男

「倫理・社会」ができたとき、教育の反動化であるという意見が出て、

この課目に対して激しい反対運動が展開された。中学に道徳の時間が特設

されたときもそうであった。道徳教育と言えば、直に修身教育の復活であ

って教育の反動化へつながるという感覚が直に働くせいのために、道徳教

育反対ということにたるのかも知れぬ。道徳教育は個人の自由な意志を抑

制するのだというような考えがあって、それが反対の理由になっていると

も考えられる。もともと道徳といえば窮屈に聞こえて、何とはなしに道徳

という言葉そのものに反抗したくなるという意識もある。あれやこれやさ

.まざまなことが入り交つって道徳教育を定着しにくくしているのであうう。

道徳教育に反対しても、道徳を無視して人間の生活は成り立たないこと

は勿齢であるカントは人間に対する尊敬の感情は、道徳的人格に対して

起ると言っている。つまり「よく生きる」人格に対して、人は尊敬するの

であるそれたらば「よい」ということはどのようなことなのか。 「諸悪

莫作、衆善奉行」が仏教の極意であるとも言われる。そこにいう善とは何

か、悪とは何かということを問いつめていくと、 これはなかなか難題であ

る。先哲はこれらの問いには抽象的には答えていても、具体的には答えて

いない。日左刻点変化する時の経過の中で、真に何が善であり、悪である

かを判断し、行為することはなかなか難しいように思われる。 「倫理・社

会」はこの難問に応えようとするのである。興味や関心を寄せにくいこの

課目を定着させ、生徒の道徳性を高めるために、先生方は随分努力し労苦

してこられた。その成果がここに左とめられた。先生方の一年にわたる研

究と実践について心から敬意を表し、感謝申し上げる次第である。そして

この報告雷が少しでも日士の教育実践に役立つことを願うのである。
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､ I研究主題と研究体制および

紀要の編集方針 ヤ

研究部長 佐藤勲（桜町） ： ; ：

研究副部長海野省治（三田）渋谷紀雄（墨田川）

〔本年度の研究主題〕

く ｢倫理･社会｣のねらいをどう生かしていくか

〔研究主題設定の趣旨〕
も ﾞ

（’ ）周知の通り、高校進学率が93笏にも達して、多種多様な能力、個
已 U 凸 色 色 ｡ ●

磯進路希望をもった生徒が入学している。

このように準義務教育化している高校教育の現状に対応して、昭和57

年度からは新しい高校の教育課程がスタートしようとしている。 ．

‘昭和39．年度から「倫理・社会」が社会科の一科目として登場し、その

後教材内容の糖選を中心とした指導要領の改訂が行われてきた。

本研究会も、その間指導内容をどう「精選」し「平明化｣;し、 「しぼり

深めていくか」等という教材研究と、 「さ室ざまな取り組み」や「評価」

・ 「テーマ学習」等を中心とした授業の研究を積み重ねてきた。

（2）以上二つの研究の流れは、いずれも教材内容と現代の高校生との接
点を求めることにあった。

「倫理・社会」の主なねらいは、言う迄もなく自主的な人間の形成とそ

れに必要な価値観をうち立て生かしていくところにある。

そこで本年度の研究主題は、生徒自身が意欲的に考え取り組む「倫理・
社会」をめざして

（イ） 毎時間の授業のねらいと「倫理。社会」そのもののねらいとを
どう関連させていくか

－4－
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1 ，

（ロ） 生徒の現実に即したさまざまな授業をどう工夫していくか

の二つを柱としたい。そのために具体的な授業実践例を出し合うことを通

じて、「倫珪・社会」のねらいを‘どのように展開していくかを本年度は研

究していきたい。

〔研究体制〕

（1 ）分科会の組織(各分科会2名の世話人を選出）

第1分科会「教材の研究」

第2分科会「生徒の意織の研究」
､ ， ●

第5分科会「授業展開の研究」

特別分科会「新指導要領の研究」． 他科目との関連性

.（2）

、第1分科会は、現代社会、青年期、思想の名分野における教材内容の点

検と新材料の発堀をめざす。

第2分科急ま、教材を生徒の実態に応じてどう現代化していくか、生徒

の意識や悩みをどうとらえ答えていくかをめざす。

第e分科会は、 「倫理・社会」のねらいを生かしたさまざまな授業実践

例を出し合いながら、 「倫理・社会」のねらいを踏まえた生々とした授業

展開をめざす。

以上、各分科会においては、研究分野をしぼって、話し合いや調査や銃

密会等食の形で、研究を堀り下げていただきたい．

なお、特別分科会は、昭和57年度から実施予定の新しい高校の教育課

程における第’学年の「現代社会」の内容構成についての批判検定を通め

ていきたい．

V
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I〔紀要の執筆要項〕

＜執筆のねらい＞，

55年度の研究主題一「倫理・社会」のねらいをどう生かしていくか

一についての各分科会における共同研究および個人分担の研究レポートの

結果を具体的に自由に執筆する。

執筆の際、毎時間の授業のねらいと、「倫理・社会」そのもののねらい

とを具体的にどう関連させているかということと、生徒の現実に即した授

業上の展開例とか現在の生徒の意議､感覚とかに特にポイントをおいて執

筆する。

＜各分科会の研究経過報告＞

各分科会の世話人は、分科会の研究活動の経過をまとめる。各分科会毎

にどのような討議、研究交換をすすめたか、分科会独自の雰囲気を生の形

で報告する。

＜個人分担研究レポート＞

テーマ（主要事項・サブタイトルなど）

1． このテーマをとりあげた理由、又はこのテーマの学習のねら't､(05P)

2； 小項目をいくつか立てて、できるだけ実際の授業掲面に即してレポー

トする。なお参考文献、資料からの抜粋個所の名称、ページ等をわかり

，やすく示す。 ． ， ． ． (5P)
． l ･ B ﾛ 9

5． まとめ
・ ゾ： ．． 』 ： ． ． ､． ； ‘

失敗と工夫、指導上の留意点"問題点などをもってまとめる(05P)

I
●

－－6－
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研究分科会参加者名簿（五十音順）

※印は分科会世話人

◎印は特別分科会世話人

〔第1分科会〕《教材の研究》

葦名次夫（高島）

菊地尭（国分寺）
､ ■

佐藤孝一（一商）

杉原安（保谷）

徳久寛（蒲田）

中島康夫（練馬）

森山徹雄（国立）

吉沢正晶（大森）

鮎沢真澄（戸山） 浅香育弘（葛飾商）

新井徹夫（玉川学園） 市川仏乗（駒大高）

工藤文三（二商） ※佐藤勲（桜町）

篠塚茂（中村） 渋谷等（東京家政）

高原健吉（竹台） 竹添清（淵江）

徳光克哉（東電学園） 永上騨朗（府中）

※成瀬功（葛飾野） 細谷斉（駒場）

矢島杜夫（岩倉） 吉沢輝久（杉並）

渡辺道子（目黒・定）

V

〔第2分科会〕《生徒の意識の研究》

内田君夫（攻玉社）

岡本武男（国立）

佐左木誠明（鷺宮）

寺島甲祐（大森）

宮崎宏一（江北）

市野武男（向島工）

岡田春生（十文字）

勝田泰次（本所）

館入懸子（共立女子）

三宅宣幸（開成）

石森勇（竹早）

蟻及川良一（荒川工）

=jll弘（安田学園）

澱渋谷紀雄（墨田川）

平林堅一（園芸）
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〔第3分科会〕（授業展開の研究）

秋元正明（学芸大附）飯岡祐保（京橋）
〃 0 ，

※海野省治（三田） ※木村正雄（志村）

近藤卓（帝京） 沼田俊一（戸山）

井川哲夫（東）

小平克（両国）

､

〔特別分科会〕

鮎沢真澄

市川仏乗

小川鋒之

木村正雄

永上津朗

御厨良二

秋元正明

内田君夫

岡本武男

佐藤勲

◎沼田俊一

三宅宣幸

葦名次夫

◎海野省治

香川弘8

杉原安

船本治義

吉沢正晶

新井徹夫

及JII良一

菊地尭

寺島甲祐

細谷斉

1
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Ⅱ 研究会の全般的活動の概要

〔第1回〕 5月50日（火）総会・研究発表大会於東京都教育会館

1 ）総会
o U ･

挨拶 会長岡本武男氏

会務､決算並びに監査報告 ’ 都立清瀬高校小川輝之氏

事業計画・予算・新事務局並びに新役員の選出 同

研究事業計画・研究主題の提案承露 都立桜町高校佐藤勲氏
、9 ．

2）研究発表並びに研究協譲

「昭和52年度の研究活動の総括」 都立葛飾商高浅香育弘氏

｢わたしの出す課題と利用する資料」 ､都立府中西高新井清氏
． ｡』。

3）購演

｢思想史における現代」… ． 埼玉大学教授伊藤勝彦氏

〔第2回〕 6月'6日（金）第'回例会 於攻玉社高校

1 ）公開授業・研究協議

「現代社会における入間関係」 同校内田君夫氏

2)分科会
． ． ， .!、 ， 、

分科会の結成・世話人選出・分科会の活動計画について協蟻・決定

3）購演 ， ． ． ､

' .「日本人の宗教意磯〕 森岡清美氏

〔第5回〕 10月20日（金）第2回研究例会 於都立志村高校
7 1 5 ． ？ ． 、

1 ）公開授業bi研究授業--ゞ ． ： :；

rｶｼﾄの総思想j… ' .4; , 同撫柿正雄氏

2）研究発表

「図解を用いた授業展開」 都立両国高校小平克氏

5）鱒演

一9－
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「親簿とパウロ」 早稲田大教授峰島旭雄氏

〔第9回〕 11月25日(土)・26日(日） 全倫研秋季大会と共催

第5回研究例会 於都立竹早高校0

1 ）公開授業

「近･現代の思想」（5年） 同校石森勇氏

「現代の思想」（2年） 同校小野邦雄氏

「江戸の儒教」（5年） 同校梅沢秀夫氏
i ,

2）公開授業についての職協議 同校石森勇氏

5）全体協議 ‘

「『現代社会』の諸問題」 神奈川県立川和高校大森弘氏’

東京・日大第二高校小笠原悦郎氏

4）記念欝演

「日本思想史における儒教」 東北大教授・文学博士金谷治氏

5）臨時見学寛永寺一東御苑一湯島聖堂一ニコライ堂 （駒大パス）

〔第5回〕 2月23日（金） 第4回研究例会於都立国分寺高校

1 （公開授業・研究協溌

「実存主義」 同校菊地尭氏

2）爾演

「インドで想ったこと」！ 副会長・都立田園飼布高船本治羨氏

､,』｢秘と禅語録」 会長･都立国立高校岡本武男氏

’

’
’

’

’
’

』

、
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…、特別分科会「新指導要領の研究｣‐

経過報告
1

都立戸山高校沼田俊一

53年6月に出された高等学鮮習要嫌は前から噂されていたように

政治織斉の分野にとっては比較的理解しやすく納得のいくものであったが

倫社の分野では、現行倫社より実質的には後退した内容になるのではない

かという心配が、とくに「現代社会」を検討する先生方の間で大きかった。
▽b

なるほど選択「倫理」があるにせよ、現状では恐らく世界史や日本史に選

択をうばわれ「倫理」は持ちえまい、それに「現代社会」は1年で必修と

なれば、現行のような程度の高い内容を盛り込むことはできないから、総

体的に倫社部門は軽視後退したものとなってしまう、というのが、ほぼ共

通した見解であった
， 。

7月7日、杉原先生の御厚意で、高田馬場の．‘15時ホール地下食堂で、

緊急の特別分科会が召集された。岡本会長は、この指導要領案はも二貫性

を欠き寄木細工のような内容で､都倫研としても強い要望番を提出する必

要があると主彊された。又、会員からは「倫理こそ必修とすべきなのに選

択とはおかしい」「文化を，年でやるのは、とても内容が抽象的なのでむ

ずかしいのではないか、 ’年ではむしろ現行のように地理や歴史のような

具体的な学習の方がわかりやすいはずだ」「附則2の当分の間とはどうい

うことか、特別の事情とはどういうことか？」「(')と(2)を’人の教師がや

るのか、こんな内容を誰が指導するというのが」「現代社会には家庭の問

題が欠落している。家庭無視の倫理だ」「政経とのバランスが欠けている

政経分野は内容の指示が細かくあるのに、倫社分野の説明はなく事項が簡

単な用語で並んでいるにすぎない」「生徒の発達段階に応じて（’宴）と

（2）を入れかえてはどうか」等と、活発な討議や率直な意見が次々と出

－1 1－
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された｡:結局､岡本会長の意をくんで､社全協同様､都倫研と全倫研の名
e△ 毛

で砂田文部大臣あて麺容を出そうということを結輪し､翌8日､再び、

役員が同所に集合、要望番を作成した。

7月10日、要望書は、都倫研の代表者によって文部省に手渡されたカミ

その骨子は次の通りである。①「現代社会」の内容の（1）と（2）の順

序を入れ替えた方が、従来の指導実践から適切である②「現代社会」の

内容（2）の｢民主社会の倫理」の前に､新しく「個人と社会」（集団と

人間関係。家族生活・学校生活など）を入れた方がよい⑤「倫理」を必

修とするとと雷－これは従来､都倫研が終始-.貢主張してきたことで､今

更変更ずろはずば液いにしても、再度言つだおく必要があるという執念め

いた主彊であつださどの要望書は全倫研奈良大会で公表承潔された。 ‘

こうした努力にもかかわらず、新指導要霞は､8月下旬正式に公示され
』 q ､ D ● Lタマの● ､

だ｡．ほとんど都倫研め意向が無視されたことに対しては､疑問と怒りの声

がきかれたが､； :と:もか《;‘5シ年度施行を目指して出発したのである。 ‘…
｡ 為 3

特別委員会でば指導要領の｢現代社会』の（2）現代社会の人間の生き

方におも､て、どんな内容が具体的に盛り込まれるか関心が高まった。 ， ,

10月15日､三田高校におじ,て、指導要領解説縄を執筆される協力者

の先生方､三田高校の御厨先生と国分寺高校の菊地先生をお呼びし､実際
1 ．

にどのよ‘う:な解説編の内容になるのかお伺いした上、執錐のアウ.トライン

を示してい鉦き､集まった会員は､それぞれに､その原案に対して、自
" 心 ● － 0

由に意見を述べあった｡ ； .;
一F .$

,11m|犯､今度ほ再び高田馬掲の15時ﾎｰﾙ地下食童において開

一侭大勢あ先生方が参加され::御厨､'菊地先生から原案が発表され､前回
｡ ” 』 ・ざ ； ‘ : ｡ . ｡ , ． ，

同橡活発な憲現交換が行あれた。もう･･･入の協力者氷上先生(府中高)か
h I D 。 ､ 夕 ､

らば｢倫理｣も方の倒螺告があ･つたd ‘ ､､ ＃．-〆." ‘“， 曾 1，
‘ #齢ぢ油'6能''1桐の酎竃内容柵案納容が内審“っ擁けに
…鋤鋤鋪雷縛瀕鞭稔ぅIで遜滞｡ ,:：虻:%静‘:: ヘ‘ ‘,ゞ-1 ,矧;い，

'タ 〃 . ｡ ｡ ■
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Ⅳ 53年度研究例会における講師の講演集

（')都倫研総会講演要旨非‘
「思想史における現代｣‐

埼玉大学教授伊藤勝彦

今日の思想的状況と政、思想史の再鯛成の課題がある。と筵で哲学史

でなくて、何故思想史というのか6従来、哲学史の勉強はドイツ系のもの

が中心となって、クノー・フイッシャー、エルトマン、シエラー、ヴイン

デルバンドらの哲学史を基にしながら、 、ドイツ観念鐙が瀞じられた。哲学

史自体の自立した思想空間が考えられていた。ヘーゲル以後を現代という
､ q

が、哲学史はヘーケル学派の人達によって進められてきたのである。とれ
： ． 上 ．

に対し、20世紀の現代思想を考えてみると、例えば轆主蕊というのが

あるが、フコー、レヴイストローズ、デリダらは、哲学の勉強もしている

が、その外の勉強もしている。また20世紀の哲学思想を考える時、フロ

イトを無視しては語れないb今日、哲掌史は、哲学者だけの言説を問題に

すればよいというものではなく､､哲学史というより思想の歴史であって、

その思想の歴史は宗教.芸術思想と密接に関連して発展してきたとと携

えなくてはならない6 ;所で、思想というものは進歩発展すると考えられ

て書たが､ J･ﾏﾘﾀﾝ鮒代における惑い方への華者として､識に
おけるルター、哲学におけるデカルト、政治におけるルソーをあげている。

ペルジヤーエフは、近代のヨーロッパは迷いの歴史であり、近代の利己中

心主義芝のりこえる神中心主義的なJF世の葦金時代に立ち帰らなければな
7 ．

らないといっている。またもハイラガーは、哲学の最もすぐれたものは前
･ ；； ｝ , .『 ･

ソクラテスのフイシスの哲学にあり、プラトン以来の哲学は存在喪失のプ
ロ Q ･

ロセスであると･い1っているもそれでは思想史のいくつかの問題点と考えて
： 、

みよう。 先ずギリシ掘想であるがも.ギリシヤはヨーロッパ思想の源泉
‘ ： ；,、 、

a 幸｡

とされ、ギリシャとヨーロッパは直線上に考えられてきた。選蝿的なギリ

シヤ像が出来ていた。しかし、ギリシャ研究が進むにつれて、理限的なギ

ー15－
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リシヤとは相違するギリシヤが明,らかどなり?っっあり、実際のギリシヤは
！ ． 。 ＄ 、

西欧文明とはかなり異質な･ものであることがわかってきた。すなわめミユ

トスからロゴスヘという見方では定式化できないギリシヤ像である。従来

のギリシミヤ像は、ヴインケルマンやサイモンズ、ぺ－努寺、ワイルドなど

力斑理想化したギリシヤ像である。これらの人々の中には反キリスト教的な

ギリシヤ賛美者がおり、ギリシヤのエロスを讃美した， また次に、キリス

ト教の源泉としてギリシヤを見る人点もいる｡カトリックの思想家には大

体この傾向がある。プラトンにおける神学をカトリック神学の基礎のよう

に考える。しかし、キリスト教の神は、無からの創造に特徴がある。クレ

アトール（倉雌者）であるのに対し、プラトンの「テイマイオス」の中の

デミウルゴスは無からの酋慥ではない。ギリシヤ的世界観ではこの世は始

めもなければ終わりもなく、カオ承からコスモスへの発展があるのであり、

ヒユレーをイデアにまとめあげるのが造物主の役割である。このコスモス
『 D P

の秩序を眺めることがテオーリアである。従来の教科書的ギリシヤ像はパ

ーネッ.卜、テイラー説に基づくもので、近代の科学理齢の原型を前ソクラ

テスにみた。前ソクラテスの人達のピュシスについての理齢的探究が進む

につれ、ピュシスからプシケーヘの関心の移り行きは疑聞視されている。
D f

ヘラクレイトスの断片には、宇宙のロゴスは、人間の社会、ポリスを支配

しているロゴスと同じであるという言葉がある。宇宙のロゴス（理怯）に

従うことで、人間は傲慢に走らず、苦難を恐れず英雄的な人間として生き

る.ことがで営る。前ソクラテス派の人達の意見は、単なる自然に関する意

見ではなく倫理学であった。近代になってカントの理瞼に見られるような

垂M鐺と実践の二分法は、ギリシヤの場合全く無縁であって、人間と自然、
① ､ ◆ 心 - .

自然と糖神は本性を共にする連統の関係にとらえられた。そのような人間

と自然との連競性に亀烈を生ぜしめたのがキリスト教的な世界観である。

パスカルの「パン幸」の中の「大いなるパンは死せり」という言葉は、プ

ルタルコスの「補活の終焉」と.いう啓物に出てくる官葉だが、神々にみち

－14－



1 1

みちている自然（汎神齢的自然）に亀裂が生じたということを意味してい

る。キリスト教的世界観・神中心的世界観の成立ということである。人間

と自然との分裂や対立は近代の科学的世界観の成立に関係する。即ち、キ

リスト教的宗教的自然観が近代的科学的世界観を準備するものであったと

いうことができるのである。以上、従来ギリシヤ研究は、現代との連続性

において考えられているが、そこには非連続的な面があることを忘ｵtては

ならない点を申し述ぺました。次に、中世と現代との連続性について。中

世は暗黒の時代というかつてのイメージ、即ち、暗黒の中に光がさすとい

うようなイメージそのものがキリスト教的なものということができる．ホ
、■

イジンガーは「中世の秋」の中で、 12～15世紀はかなり異教的な時代

であることを言っている。民衆の中では、例えばフランスでは、カタリ派

の女神崇拝、カトリックの聖母崇拝やマリアの神格化があるが、マリア崇

拝は異端的なものと結びつく可能性が大であった。そして、 ’5～’6世

紀のﾙﾈｻﾝ墓の時代こそ､キリスト教が定着した時代だとしている｡そ
れではルネサンスはいかなる時代か、というに過去の黄金時代のよ季がえ

りの時代ということができる。ルネサンス時代に表われた過去の黄金時代
．、 ‐： ． ．．

をとり戻すことによって進歩発展の方向を切り開こうという直線的な未来

への思想は、ルソーの場合には原始的な自然状態へのあこがれとなり、マ

ルクスの掲合には原始共産制の思想となり、ニーチェの場合には前ソクラ

テス時代の哲学への思想にも表わされている。 18世紀の「進歩の観念」

は、近代を特徴づける重要な観念で、我禽はこの延長線上にあるといえよ

う。しかし、科学的合理性による自然の改造の観念は、今日破産しかかっ

ている。近代の特徴は、人間が主体になったこと、人間中心主蕊にあるが、

問題はもはや人間中心主義では解決しない。 .ハイデガーは｢Uberdern

Humanismual(ヒューマニズムを超えて）を著している。人間中心的な

哲学を越え出ていくところに新しい思想があるのではながろうか｡

1ノ

－15－
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第1分科会報告「教材の研究」

＜経過報告＞，

6月16日 都倫研第1回例会が攻玉社高校で行われ、公開授業、舗演の

（第1回）後、第1分科会としての最初の顔合わせを行いました。

5月50日の総会の際に、第1分科会への参加を希望した先

生方は総勢19名でしたが、この日に新たに参加されたニュー

フェイスがﾉ7名ほどでした．
； .－

、 、'世話人ば成瀬功氏(葛飾野高）と佐藤勲氏（桜町高）の二人

．. ! .‘“ ) ．､に決童りました． ． § .’〆”

.; ， ､ : '当分科会としての研究方法、集合時期及び場所についての話

一じ合いを若干行いました力鴇瞼が出ずに散会しました。

10月15日都立駒楊高校において第2回目の会合をもちましたが、文化

（第2回）祭後の多忙さや過労からか、出席した人は岡田春生氏（十文字
J ■ ｡ ･ ･･

．高）と同校の細谷氏と世話人2人のわずか4人のさびしさでし

： ！ ・たb .: -9 - d ･
。 ＄

成瀬氏より葛飾野高の生徒の意餓調査の報告があり、次いで

!‘､ :i' ･vｿ櫛田氏の古事記の教材が提示されました｡低俗化しつつある高

;” ％職へむけての教材はいかにあるべきかという話まで進みました｡

’1月6日一 “前回の出席者数の少なさを克服すぺ<、世話入から各先生方

（第3回）への出席への璽話をしましたが、やはり5人だけの会合で終わ

りました。永上氏､瀧名氏、細谷氏および世話人2の話しの中

で、いかにして教材を生きたものにしているかという苦労話し

が出ました。

参加者が少なくて極めて不活発に終わった原因は、世鱈人の力不足、怠
一16－

｜
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1

慢さに一部あったと反省しています。

夕方の5時頃までクタクタになって勤務している先生方をいかにして分

科会へと足をむけさせるか、それには相当の魅力がなければならないでし

ょう。分科会へ出れば何か得る所がなければなぢまい6もう少し参加者を

増やし分科会活動を活発化させるには相当の問題意鐡と計画性がなければ

なるまいと思われます。

最後に世話人のミスをお詫びしたい。佐藤孝一氏（一商）篠嫁茂氏（中

村高）渋谷等氏（東京家政学院高）高原健吉氏（竹台高）徳光克哉氏（東

電学園高等部）矢島杜夫氏（岩倉高）渡辺道子氏（目黒・定）への連絡を
Lq

全くしないでしまいました。本当に失礼しました。54年度の分科会へは

是非とも御参加下さい。ニエー．フェイスの参加なくして都倫研の生命は

続きません｡昭和54年度の分科会活動の「再生」を期待しています。

（都立桜町高・佐藤勲）

､

－17－
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きめ細か左ねらいと具体例に基く倫社の再構成
Ｉ

高島高校．葦名次夫

I

（1 ）この原稿を清審する直前、ふと手にした竹内宏箸『感覚的日本経

済諭一やまと言葉の経済学』（東洋経済）を競承、これから展開しよう

としていた趣旨と似たようなこと(?)が鮮かに述ぺられていたのでそのタイ

ミングに不思議な気持ちがすると同時に、大いに力づけられた。氏は、経

済学において漢語や英語が多用され、そのため、日常の生活実感とかけ離

れ、問題の所在が不確かになっていることを鋭く指摘し、次のようなたと

えを引いている。すなわち､「この道路の消掃は財政が負担すべきだ」と

いう漢語まじりの言葉を、主としてや注と言葉を使って言い直すと、 「私

たちは、家の前の道路を清掃するのは、めんどうくさくていやであるから、

自治体は、家の前の道路を自ら掃除している市民からも多くの税金をとり

立て、それによって人を雇い、自分の家の前の道路を掃除させるべきだ」

いという内容になるという。

（2）同様なことを、倫社・政経の授業をもちつつ、常均感じつづけて

きた。教畷に立ってまもなくのこと、大学時代のノートを頼りに抽象的な

漢語を多用した授業の最中、 「先生、主体性って一体何ですか。もっとわ

かりやすく説明して下さい」と生徒に真顔で質問されたのである。その一

時間、私は四苦八苦し、大いに悪戦苦闘した。自分でわかっているように

思いこんでいながら、いざ具体的に説明しようとしても、安易な辞書の言

い換えの如く、同じ抽象レベルの冨棄の中で堂食めぐりし、概念だけが宙

に舞っていたからである。

今にして思い返してみれば、主体性という言葉には、人間が生活し悩み

苦闘し生きてきた経験そのものヵ秘められており、そう名づけようがない

－18－



伽

ギリギリの表現として、主体性という言葉が生まれてきたのだろうe 「先

人の経験が歴史的に凝瀧して形成されたものが言葉だ」－高佼時代の国

語の時間の先生の話を、ハヅとして思い出す｡ちなみに､哲学者森有正氏

が「縄験」という言葉を通して訴えていたことも、このことに関っている

のだろう。 （「霧の朝」「遥かなるノートルダム」）とするならば、主体

性という言葉を理癖していくためには、そこに込められた綴険の一つ一つ

のひだを洗いだして、自ら確かめ吟味し感得していくことが不可決となろ

う。しかし、倫社の用語や概念ひとつひとつがそのように先人の生きた生

活値験の凝縮であるとしても、我食は、一体どのようにしてその核となっ
て･

た原体験に思いを致し感得していくことができるだろうか。私の生活経験

の内容が貧しく浅ければ、そこで終わりである｡‘ （これはしんどいノ）し

かし、せめて自分なりの生活縄険にひきつげて、自らの心の中にハツとし

て感じうるものがあるか否か、確め吟味していくこと、そして、授業の中

でも日常身近かな具体的事例に関らせていくこと、あるいは、いきいきと

した比職やエピソードに‘よって別の形で表現できないか試みてみること､ 』

少くともその努力だけはしていこう－そう念じつつ、生徒の理癖力に応

じて具体例を活用した授業を今まで展開してぎたというのが実状である｡

（5）さて、同様のことが、枠度の研究主題「倫社のねらいをどう生

かしていくか」にも言えるのではなかろうか。 「主体性の確立」や「人格．

の陶冶」というねらいは多くの指導書や解説書の中にちりばめられている。

しかし、それはあまりにも抽象度が高く、自明と考えられるだけに、何も
。-．ろ

のをも意味せぬものとして着過されやすい。ここで必要なことは、その高

次元のねらいを、その内容と関る、より具体的できめ細かなねらいに分け、

一つ一つの具体的な経験の核にさかのぼっていくことである｡さらに言え

ば､ねらいとは我左自身がハツとして感動する一つ一つの綴険の核であり、

その核に関る具体歯事例そのものが、すなわちねらいであるといえよう。

すなわち、そのきめ細かな具体的事例と関ったれらいがいくつか組みあわ

－19－
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さって、より大きなテーマとなり高次のねらいとなっていくというの力順

序であり、鯲首である．う.。

（4）そこで､，主体性の確立に関ろ具体的内容としてどんなものがあげ

られるか、思いつく奮まいくつかあげてみて､､その過程を追ってみたい

（その詳しい展開は、 1978年度都立高島高校紀要第三集の中で試みて ．

おります。復惨照いただければ幸いです｡,）

○自らのこととし.て真剣に関っていくあり方 ，、

○自ら決断して賭け、その結果と責任を引き受ける

○目的と価値の実現のために､冷徹な計算と合理的な判断に徹する

○あらゆる状況の中で、沈着さと冷静さを失わない態度

○幻想や夢に惑わされず、自己偽まんに陥らない鞘神的強さ

○優柔不断を排し、断固首尾一貫した態度をとりつづける
6

○時機や好機を見はからって、機敏に対処しうる柔軟性……

すなわちまず、高次なねらいを以上のようなより具体的な内容項目とし

て細分化してゆく。次に、との雑多で混沌とした項目相互がそれぞれどう

結びついているかあらためて構造化し糖週して再輔成していく。 (K・』

法などを用いるのも-常考） 第三に､この項目そのものもまだ抽象度力塙

いので、そのねらいが生きるようなより具体的な事例や比噛、エピソード

で肉づけをしてゆく。そして、授業の中で、その一つ一つのねらいや事項
;・ ・

が人間の生き方や経験とどう関っているのか、自らの生活細険にひきつけ

て考察し吟味してゆく｡余裕があれぽ､具俸例創作ﾃｽﾄなどを通して、
生徒自身にその件藻を行わぜていくことが一層効果的であろう。そして、

このようにねらいと具体的事例を緊密に結びあわせ命自らの経験に即して

考察していくことそのものが、倫社の一つの目漂といえよう。

（5）以上のようなあたり堂えのことが、私の場合には、大発見に思え
ず．

授業展開の基本となった。とも'かく初めにネタあり.き。心がハツ卜して踊
. q p

り、イントレストが動かされる素材麩新蹴テレビ、日常会話･…から
’ ｡ ザ 7
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食欲に吸収し、収集しよう、この素材やエビソードは生徒がのりそうだ、

･ハワとするだろう、きっと心に食いつくだろうという予感を持ちながら、

イキのいいネタを.さがすことは、授業案作成の中で最も楽しいひとときで

あった。そして不思議なことに一冊の大著を醜んでも、そのような素材が

ひとつもでてこないこともある。逆に、のっている授業の中で次左と浮か

んでくる場合もある。

（6）また、次のことがらに気づいた。具体的事例やエピソードなら何

でもいいわけではなく、その事例の価値は二束三文のつまらぬものから、

生徒が必ずのってくる価千金のものまで、さまざまな違いがあるというと
､b

とである。長い歴史の風雪の中で語りつがれてきた故事成句、古典として

の名句やことわざ、また人口に贈炎され伝わってきたエピソードなどは、

やはりすわりがよく、スーと心に入ってくるものが多い。また、平明であ

りながら内容豊かな深承をもつものとして聖書の言葉や、シヤカの言葉な

どがある。またキエルケユールやニーチェなどの比噛が実に巧みなのは実

存的なものはそのような形でしか諸れないからであろうか。また、エスプ

リやユーモア、風刺と逆説がニヤッとしてハツとするのは､･そのひねりや

反語性の故だろうか。また､倫社の思想家の特徴を示すことばや重要用語

などは、多くの人がその言莱以外ではその思想を表現しえないと感ずる何

かが含まれているからであろうbアダム.スミスの見えざる手は『国富輪』

の中では一回しかでてこないが、まさにこの言葉以上に彼の思想内容を適

切に示しうるものは他にない。純度ど糖澱変の高い､すわりのいい奉材と

具体的事例を収集していくことは、尽きない今後の隅鍾である。

（7）さて、以上のように、いきいきとしてハツとする具体例や説明事

例、ニコッと笑う比噛、心にくいいるエピソード詮できるだけ多く、収集

発見、創造し、それをねらいと結びつけて授業で活用することを願ってき

た。しかしその方向に力点をかけすぎた授業にはいくつかの問題点や考慮
乱 ． ，

すべきことがあるように思う。以下、それらの点を列挙してみたい。

、 、 －21－
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①まず、抽象度の高い言葉と、その組みあわせによってしか理癖しえ §

ない内容と世界がやはり確かに存在する○そのために明確に言葉の内包を 1

定義した概念に基いて、ち密に鶴遅酌に思考する力を育成していくという ｜

方向は､一方で是非とも追求していかなければならないものである。

②やさしくわかりやすく具体的にというあり方は、ともすれば、あい

まいで不正確となりやすい。また明噺さに欠け、微妙な違いを表現しにく

い。普遍的という言葉を、いつでもどこでも誰にでもいいかえても、同じ ‘

内容を意味せず、国家とくにでは何かが異なるだろう。

⑤《身近かな日常生活の具体例に即して考えていくことは、思想家が極 ｜

隈伏態の中で生きた緊張感や深さ厳しさが失われ､その固有で独自な経験 ｜

の質遼無視しがちとなる｡そのため､生徒に平板な誤震った印紬与えや ｜
すい。 ％- ｜
④先にも述べたが、貧い､生活経験や感覚しか持たない凡俗な私が、

いくら自らにひきつけて考えても、低い次元を堂女めく・りすることとなり

かねない。 ．

⑤．具体例を多用する授業では、焦点があいまいとなり混乱しやすい。

また､時間酌にゑても冗長となりやすい。

⑤そして、ねらいやポイントが､自分自身の好みや問題意識に左右さ

れるので、主観的、恋意的となることは避けがたい。

（8）このような諸点に思いをめぐらすと、具体的だから良いというの

でなく、やはり、抽象度の高い内容と、具体的生活縄談とを常に関らせ循

雲させていく力、 『思考と行動における言語』のI、ハヤカワ氏のことば

を借りれば、抽象のはしごの階段をのり降りする思考力の養成が決め手と

なろう6すなわち、ある抽象的慨念を自らの生活経験に照らして考察し、

多様な生活縄険を一つの言葉と感覚の中に収れんさせていく－そのよう

な力の養成がめざすところとなろうか。

そして、生徒の学力に応じて、抽象レベルを設定し、また状況に応じて

－22－
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柔軟に抽象と具体性の比重を変えていくことが､特に必要となるだろう。

ちなみに、 『現代社会』は、－年におかれる。不安は大きいが一年生のレ

ベルに応じた工夫が、ここでも必要となるだろう。また、 『現代社会』の

性絡そのものが、きめ細かなねらいと具体例を活用するテーマ学習的なあ

り方を強く打ちだしている。上記の問題点を刺艮しながらこの方向の可能

性を一層追求し、工夫していくことが今後の課題である。．

以上、長占と書いてきましたが、願わくば、一つの具体的事例が一粒の

麦となって銅浪の広がりを示唆し、生徒の心の中にキラ.リと光りつつ、そ

の異M未と関心によって自ら説番し思索していくきっかけとなれば－

ドストエフスキイーは、 「－粒の麦死なずぱ……」の聖番の一句のた

めに、あの膨大な『カラマーゾフの兄弟』を書きあげたという一とい

うのがはかなくも、常にいだきつづける一つの夢である． ．

℃

Ⅱ

以下、残りの紙幅の許す限り、きめ細かなねらいと具体的事例を活用す

ることをめざした授業として、仏教を素材に展開した実践例を次にのせて

みました。出家、縁起、中道、無我の一部を簡単にコメントするという形

となりますが、その一端でも御理解いただければ幸いです。

（1）シャカの出家

才能、富、名誉というあらゆるよきものを兼ね備えたシヤカは、なぜ29

歳で一切を捨て、全てに別れを告げ、孤独な求道の旅に赴いたのであろう

か。そこで、まず、人間の心にひそむ「俗」を厭い、脱世間をめざす求道

のあり方にねらいをおいた。同様な例として、世間虚仮と念じた聖徳太子

の生涯､死を覚悟しつつ野ざらし紀行の旅に出た芭蕉の境地、文豪の名誉

と家庭を捨て、寒村の小駅で客死したトルストイの希求したもの、生死の

只中でひたすら修行の道を歩むn千日回峰、の高僧が挑むもの、救いを求

－23－
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めて駆けだす『天路歴程』の主人公一それぞれの生き方を適宜簡潔に紹
， ：

介した｡ポイントとしては、①粕神的に満たされざる想いの根源にひそむ

もの、享蕊に伴う憂愁と悲哀、目的実現に伴なう虚脱感、②一切を捨てる

大いなる放棄が大いなる独得につながるというあれかとれかの決然たる遷

択の意味､_さらには何かをなしとげるために何かを犠牲にする断念の意羨

（ピアニストは一日数時間の猛’1鰊、克己と訓練にあけくれするオリンピ

ック選手の青春･）⑤そして、人間は脱俗のかなたに何を求めているのか

人間存在そのものにおける荒野と砂漠の時間を求める促しのありか（日本

人における西域への揖職）旅､登山､巡礼､遜路への諺い｡最後に｢幾

山河越え去りゆかば寂しさのはてなむ国ぞ今日も旅ゆく」のような詩歌を

いくつか紹介し、味わいつつしめくくりとした。

（2） 縁 起

まず､縁の名のつく言葉を列挙させた｡そして、崎起がいい､袖ふり

あうも他生の縁､因縁をつける、不思訟な槙瞬で」という縁と呼ばざるを

えない事象にこめられた人間的意味あいを考察することとした｡また「因

果応報､パチがあたる」というように､因果を倫選豹なものとして考えざ

るをえない人間の心のあり方に特に着目させるよう努めた。

具体的な事例としては、①友人や恋人と知りあうきっかけとめぐりあい、

租先のルーツをたど,りつつも今:ここに存在している私の不思議さ。親や身

近かな人がどのように結ばれて結婚したか、そのドラマ②スポーツ試合

の勝因、敗因を列挙し、その因の一つ一つによってどう動曽が変わったか

の分析､受験における合格と格格の紙=重の因果－－そして、もつれ
ざ ．

あった因がいくつかよりあわされながら一つの流れを形づくり変化してい
､ ■ 01t . ･

ることの微妙さと不可思臓さに思いを致した。そして、失敗、不合格、失

恋などの危機と試練の時に、来し方過ぎし方を省みて、どうしてそうなっ

てしまったのかその因に思いをめぐらさざるをえない人間の存在を省み（

可能性と悔恨のはざまで揺れ動く心、取りかえしのつかないという感覚）
－24－
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「もし～だったら」というようにある条件の変化により､自らの人生がど

う変わってきただろうか、という形で展開してみた。補足的に、EbHd

カーの『歴史とは何か』に言及して、歴史学における因果の考え方を簡単

に紹介したが、特に興味を示したようだ｡ （本格的に時間をかげて､たっぷ

り取り扱かうより、さりげなく紹介して未知なるイントレストをひきおこ

す方が、効果的なこともある。皮肉な感概を持つことしばしばである〃 ）

しめくくりとしては、宮沢賢治『春と修羅』の序を引用しつつ、 「私と

いう存在自体が、さまざまの因果で結びあいながら、今ここに存在しつく
出

られてある」ことの感覚に少しでも触れるようにした。

(s) 中道

まず、極端に走りやすい人間のあり方を考察し､ある妙なる－－点の適度

に留まることの難しさに蒲目させた。具体的事例として、カケごとに勝う

ていながらやめられるか。腹八分の難しいつむきになり意地になり一方向

に突走る方が安易なこと。また、しかり方、 .ほめ方、甘え方、冗談や軽口

や調子にのることも、ある一点での節度を保つことが大切であること。そ
G 1 、 ･

して、節度をもって「心にかなう適度をもって態度となす」ためには､修

練が必要なこと、その実践の方法として八正道があることを示唆じた◎

次に八正道の内容としては、正語、正業、正精神を中心に展開し、その

ねらいを次のように設定した。正贈では、言葉の与える影響の大きさをふ

り返らせた。立派だとほめられ励むことによって本当に立派になること、
〃 ： ．

逆に、<たぱってしまえの一言で早死にする病人などの例をあげ、言葉に

よって傷つき救われる具体例を生徒自らにあげさせた。また和凝麗蕗や愛
b 4． ℃ q

語よく回天の力あることを学するととぺぎなりの琶葉をかみしめた。次に

「身ニロニ意」すなわち心の中で思うこと、口で話すこと、体でする行動

が密接に関係している事例を考察した．かけ声、気合、ためいき｡服装や．

姿勢でシヤキッとする等。そして身ニロを整えていくことにより意もひき

しまることを、アランの『幸桐愉』を引用しつつ触れた。そして、現代で

－25－



は忘れられやすい「慎む」ことの讃極的強さについても言及した。また、

正滞進では、つづけることの大切さ一倦まず、怠らずつづけることが、

着実に何かをなしとげていくこと、そのためには「待つこと」に慣れ耐え

ることが大切であることなどを考察した。例えば、学問は鈍と根、練習と．

けいこ好きこそものの上手なれは続けるから。…等々。最後に、道元禅師

の｢眠たい時は眠り、さめたら念仏し．．」とい‘う有名な逸話を例に、 「放

逸なることなくして精進する」し歌じみとしたｼ仏典の言葉を味わうことと

した。
. ．&

（4）無我

大きなねらいを次の如く設定した。仏教の宇宙観、自然観、人間観の前

提である「大宇宙、天地万物と我は-体である」「草木国土悉皆仏」とい

う考え方にどうアプローチするか。「人間は自然の大生命のあらわれの一

つ。人間の命の栂藍にあって人間全体を動かしている大きな永遠のいのち

がある。 」という実感をどれほど持ちえるか。宮沢賢治の「すべてがわた

しの中のみんなであるように、みんなのおのおののなかのすべてですから」

という言葉をどう感得しうるか。

そこで、せめてもの手がかりとして、 「自他揮然一体というあり方」「

心からの感動により自分がなくなっていく」という経験から考察した。文

化祭や運動会でのクラス一体となった時のふんい気、大きな感動をわかち

あう時の連帯感と昂揚など｡…。次に、無心というあり方（意識せず、サ

ラツとカラツとおおらかでふつきれている。あるいは、感揚でぬけていて

サツパリさらっとしたすがすがしさ）について吟味してみた。具体的事例

として、スポーツや舞台などで意職して動かそうとするとギコチなくなる

こと、舞うのでなく舞わせられる経験、ひとりでに体力鋤いてゆく軽快さ、

無心にふとなにげなく雑念なき時に開眼したり、感動するととの多いこと、

恩は押しつけるものではなく受けた人が自然に感じるもの等、豊富に事例

があがり生徒も「無心」については関心の深いことが察せられた。
′ －．2．6．－
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次に、無残の逆のあり方として、 「我がもの、わが我、我執」について

考察した。たとえば、オレの「モノ、仕事、領分、地位」だ。私の子供と

いう所有意識。俺がやったんだと言いたい、誇りたい、自慢したい根強い

あり方。私こそ、俺にまかせるとしゃしやりでる。俺の顔やメンツや名誉

をどうしてくれるという意地。カチンとくるカチンとは。また、我を張る、

業つくばり、あくが強い、ケンがあるという言葉の示すもの。プライドの

高さなど。そして、漱石の『行人』『彼岸過迄』の主人公の自我意識の栄

光と悲惨や、芥川の小説に見られる知のあり方に言及した。

しかし、我や自我の否定面のみ強調しすぎることは、自我の確立期にお
． 守、

ける生徒にとって借題があるようにも思う。デカルトやスタンダールなど

の近代小説をもとに「よき自我の確立」「自我とは何か」のテーマを構成

し、相補っていくことが必要に思う。

（ら） 具体例創作テストより

（以下は、事前に問題を発表し、試験当日には、メモやペーパーを一切見

させないで行ったものである，このよう､な創作テストを実りあるものにす

るためには、事前の準備期間を十分とらせる．ことが必要に思う。生徒の解

答の具体例は、整理してまとめ、次年穫の授業案に活用した。 ）

問1無常を説明するのにふさわしい、いきいきとした具体例をあげよ。
ヤ ． 。

（人生、世の無常、諸行無常を痛切に感じさせる例････）

問2私たちの生活の中で、さまざまの因果の結びつき（縁起）によって、

ある一つの現象が生起しているという例を､できるだけ具体的に詳し

く述べなさい。

問5．人生におけるさまざまの、苦uをいきいきとした具体的な例をあげ

・て述ぺなさい

頚単なる言葉のら列や抽象的に書くのでなく（小説的にでもノ）あり

ありと表現すること。特に、その苦が、執蒲､､愛着、とらわれから

起こっているということをよく感じさせる例を中心にして述べよ。

． －27－
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問4.無心に総なくふつきれていることによって､,いきいきとおおらか

によく生きていけるという例を具体的に述べなさい。

藻r我」や「意織」のためにぎこちなくこわばってしまっているのでな

く、それから自由であるために､悠々といきいきとしている状態を示

す例

間5． 資料の武田泰淳氏の文章を醜んで､次のそれぞれの言葉がいいあら

わそうとしていることを、適当な具体例によって説明しなさいb

(a)諸行無常の歌が、人間を深くする

(b)諸行無常は平等瞼と結びつく

問6 自他揮然一体となるあり方を、具体例をもって示しなさい。

間7－日人では張りあいがない、喜こびがない、或いは他の人と共に共感

し、わかちあいたいという人間の生き方とあり方を示す具体例をあげな

さい。

問8仏教の「愛」についての考え方を示す次の言葉についてふさわしい

具体例に基いて説明せよ。 ‐

愛より愁は生じ、愛より恐れは生ずる。愛を鯛悦せる人に愁なし、い

ずこにか恐れあらん。

問9教科雷の中道の説明に「琴を弾ずるには弦が強すぎてもゆるすぎて

もいけない。…」という例がのっている。中道の説明に適した同様な具

体例を示しなさい。

問10シヤカは、無常を我が事として爽剣に自分自身の問題として受けと

め考えた。そこで、それまで無関心で気にもとめなかったことを、爽剣

に切実に自分の問題として考え受けとめるといった具体例を示しなさい。

また、その逆の例（我が事として切実に受けとめなくなる）も示しなさ

い。 ．

』

I
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アシヨカ王の政治思想について

東京都立葛飾商業高校教諭浅香育弘

へ

はじめに

現代は不砿実性の時代・不安の時代といわれ、政治・経済・社会の面の

みならず思想面でも価値観が多様化し、混乱した世相に混乱した様Aな主

義・主張がなされ、なにが真実であるかなかなか見出しにくい。例えば民

主政治の基盤をなす民主な鐘思想はファシズム的考え方饅り、はるかによ

いといえようが、それとて扱い方如何では、古代アテネの例を染るまでも

なく、衆愚政治と化し、崩壊の危機にさらされる。ソクラテスの危倶も恐

らくその辺にあったのであろう。

政治の眼目は「文明」（文、明ラカナルコト）、つまり徳治（為政者が
く ，

徳二拠ツテ治メルコト）にあり、それによって道義.人倫､社会的公正が
； ．

ま‘られるよう「教育J.が重視され､入民が相協力(和)して安定･充実

した生活が送れるようにするにあると思う。勿諭現代の国際･国内の政治

は多棚こしているので、専門的知職なくして事に当たることはできないと

思うが、なにか大事にものが欠落しているように思えてならない。 ・
肩 、

東洋では古代オ‘リェンﾄ諸国以来永い歴史を通じ、つい最近まで典型的
． ： ．

な専制君主制が続いた。しかしその中でも例外がないわけではない｡例え

ばアシヨカ玉(在位269-232BC)である。王はインドの長い歴史

の中で､その殆んど全土を統一した唯一の国王であり、釈迦仏陀（466

-386B:C.)･滅後100年、｛蝋を厚く儒獲・奨励し、その教えを国の

内外に伝え､仏教のその後の発展に甚大な貢献をしたことは多くゐ入舎が

知るところである。

それは漢の武帝.賭の文帝.ローマ帝国のｺﾝｽﾀﾝﾁﾇｽ帝がそれぞ

れ偲教・仏教・キリスト教をもって治国の本とし、或いは帝国再建を図ろ

－21－
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うとしたのと形の上では似ているかもしれない。しかし後者はそれぞれの
b . . 』 ， , 『シ0 , . . ･ 0 . 。

教えを利用して、自らの勢力を伸ぽし$国家を統一乃至再建せんとしたも

ので、本項は権力政治であったといえよう。それに対しアシヨカ王の政治

は、王が自ら仏陀の教えを深くきわめ、それに基づいて政治を行ったとい

う;意味で､其の意味でのダル々（正法．法輪）による政治であり、縮教流
｡ ： 、

にまれぱ徳治政治・王道政治といえよう。時代は少し下るが7世紀始めの

聖徳太子のめざした政治が、むしろこれに近いというぺきか。
『 r･

以下王がどのような経緯で仏教を学び、仏教に基づく政治を行ったかを、

大野達之助氏著「聖徳太子の研究」を参照しっ坐検討してみたい。 （この

本は昭和45年の出版であるが、同喜には、 55年。35年駒沢大学の研

究紀要に発表された同氏のアシヨカ王に関する資料が、殆どそのまま掲載

されているので参考になる）

1. ．正覚体験までの王の事蹟

アシヨカ王I錨父チヤンドラグﾀ王(在位321－297BC)、父

ピンズサーラ王(297-275BC)の跡をつぎ、マウリア王朝第5代

目の国王となった。艮唯前後の事蹟について北伝・南伝それぞれにいろん

ないい伝えがあるが、必ずしも事実を伝えているとはいえないようだ。 （

R215～219.)むしろ王が領土内各地に建てた石柱や磨崖の詔勅を通

して、よ‘り正確に事蹟を知ることができそうである。そこで以下できるだ

重ず即位前後の事蹟がどのようにのべられているかというと、インドー

般の帝王と同様に歌舞壌遊を行ったり、遊猟の享楽に日を過ごすという生

活をし(岩石詔勅第1章･第8章)(E219)、即位5～6年頃までは

外に向かっては武力働噛、内に対しては獅勧政治を行づていたようである。

(R220)

それが雌鰄牟童から仏法に関心を懐き、個伽に親近するようになっ
'

た。なぜそうなったか理由ははっきりしないが、仏滅後100年を経、王

－30－
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治下にお．いて僧仇功&始めて分裂したことや、それに伴い第2結集を行った

ことなどが歴史的背景としてあり、王も比丘・比丘尼に対し「僧伽を破っ
： ・

てはならない」と警告を発したりしている（破僧伽詔勅)ので､王自ら次

第に其の仏法とはなにかについて、関心をもつようになったのではないか

と考えられるc (P219～220) . .

そして王の即位12年頃に発布されたと推定される小岩石詔勅（精適沼
：凸 ‘

勅の称がある）に、 「余､はじめ信居士であった2年有半の間は、勉めて

糖進することもなかった。しかるに僧伽に親近するに至った1年、いな1

年有余の間は､侭排し糖進に務めた｡顧みて惟うに､従来閻浮提の民衆は

諸天と交渉することはなかったが、今や交渉し得るに至った。これは糖進

の結果である」と述べている。 (R220)この碑文からもわかるように

王は仏法に関心をもち僧伽に親近して信居士になったものの、 2年半程は

糖進するとともなかった。ところがその後1年有余の間憤排し糀進につと

め、その結果「従来エンプダイ（註、インドの国のこと）の民衆は諸天と

交渉することはなかったが今や交渉じうるに至った」といっている。この

間に-体なにが起こったのであろうか。

インドの武力統一支配をおし進めつつある王囎って､最後に残った強

国は東南インドに位するカリンガ国であった。そのカリンガ国を王は即位．

第9年に征服した。この国は当時の資料によると、人口約580万、歩兵

60，000、騎兵1，000，.象軍700の常備軍を保有していたというか

ら(R221 )、強大な兵力をもった強国だったことはたしかだ。カリン

ガ個眼については、南伝・北伝費料(R211)ともなにもふれていない

が、岩石詔勅第15章に「王天子慈眼（註、諸天の恩寵を蒙むれる慈眼の

王の意）の瀬頂8年を過ぎて、カリンガは征服された｡捕虜15万、殺致

10万、戦禍に死するものその数倍に及んだ。カリンガを柾班したことは

天子の悔いるところとなった。嘗って征服されたことのない国を征捌けれ

ば、必ず住民の殺識・惨死・虜護などを見る。それは天子の甚だ苦彌とし、

－51－
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懇庸とするところなのである。…一切の脇利に卓絶せる勝利は法（ダル

マ）の勝利である』とのべている。 (R2.21～222)

普通の帝王なら広大なインドの領土の大部分を武力征班し、統一に成功

したのであろうから､勝利の栄光に酔うところであろう。しかし王は戦争

によって多くの将兵・無事の民・様々な宗派の修行者達が惨めに死に、或

いは傷ついたことに悲痛な思いをし、深刻な反省をして、勝利の悲哀nを

痛感したのである。 （洋の東西・古今を問わず歴史上の帝王・戦争の勝利

者でこのような反省をもった者が果たして出たであろうか）

そして、とれを転職とし、それ以来1年有余に及ぶ箱進によって、即位

1 1年に王は遂に「正覚に連した』のである。これは岩石詔勅第8章に「

天子慈眼王は濯頂10年を過ぎて正覚に達した」と明記されたことで明ら

かである。 (P225)もっとも南方ll敏では、仏陀は釈尊だけという考

えが強いので、インドの長い歴史でもアショカ王を「正覚に達した」と考

える者はなく、東西の大部分のインド学者も王が「正覚に達した」とは銃

まず、 「正覚に向かって出発した」とか「仏陀が正覚に連した場所に行っ

た」とよんでいるよ.．うであるっしかしアフガニスタン南部のカンダハル近

郊で発見された詔勅の碑文にアラム語で「10年を過ぎてわが慈眼王は、

正法の創雄者となるに至った」とあり、これを照合し参照すれば､岩石詔
蹴咳1文「nikrami8abodhi」は「Ej鼬に達した」と醜まざるをえな

いという｡(R222～225)そして、 「この時に至るまで閤浮提の民

は神と交渉をもたなかったが、今や交渉しうるようになった。これは（余
' ・

が）精進の結果である」と砿乎たる断言をしているのも、糖進の結果、正

覚に連したからであり、このような正覚の体験に基づいて、王は伝銃的な

バラモン教の棺域を実質的に否寵し、決定的な批判をなしうるに至ったと
考えられる。

Ⅱ、正覚体験以後の王の治蹟

では王が正覚をえた即位1 1年以後、どのような政治をしたかというと、
－52－
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布施．供養．仏塔の建立､ ･教法仏通などが知られている。 ,! J ･ ･., i 'f

まず布施についていえば、王の詔勅には沙門（仏教徒） ・婆羅門などに

差別なく布施を行い、種なの宗派に対し公平に監督させ､或いは寄進した

ことがのっている。 (E228J%

また詔勅の中には、イントホ士は勿輪､セイロン島､:シリアなどの隣接

地方に人間と家畜のための医療所を設け、人畜用の薬草のない所にはこれ・

を移植させたことが見えている。 (R229)

次に仏塔建立であるが、王以前に釈尊の舎利塔があったことは、ニガー

ソー.サーガル石柱詔勅に「王天子慈眼瀬頂’4年､．命じて仏陀の塔を2

倍に増大せしめ、酒頂（20年）親しく詣してこれを崇めて且つ石柱を建

てしめた」とあることによってもたしかである。王がいわゆる四大仏駿を

中心として、仏因縁所や仏弟子のため、すでに存在した何箇所かの塔を2

倍に増大したり、新しく造ったりし､仏蹟を巡幸したのは、自ら正覚に達

‘i－らした王の仏恩に対する深い感謝．尊崇・敬慕のあらわれとも§えよう。 (P

226．250）王以前仏舎利を分骨し建塔奉祀していたのは､一部の王

侯等在家の外謹者達だけで、比丘らの関心事ではなかったが、王の建塔敬

慕・巡礼がきっかけとなって、仏塔の尊崇敬慕が一般の風潮となり、やが

て僧団にも広がり受継がれるようになったと考えられる。 （富永半次郎氏

述、釈迦仏陀本紀余鶴（其の六)R6･02－昭､27．1f2: 。‘記より）

（ついでながらいうと、アシヨカ王時代の塔(8frpa)は墳丘型（伏

鉢式涜墓）で、今日の五重塔の五層の上の相輪の露盤、または露盤上の伏

鉢にその原型を残している。） ’ ” 、

更に仏法弘通についていえば､王が岩石及び石柱に刻した調蹴紋は、

現在のインド．パキスタン．アフガニ･ス､タンの各地にわたって､ ･51ケ所

発見され、主に地方の中心都市;;巡礼の鰯･仏教その他の遺蹟だど、民

衆の多く集まる所が選ばれたようだ(R521)そして詔勅の内容には、

僧伽の紛争を戒しめるもの、仏陀の醗徳を顕彰するものなどあるが､特に

－55－
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蝋 1
ることにても､すべて是れ善言なり．しかも諸大徳､余が以下に挙ぐると ’1
ころは正法にして､余はそれが永‘存する憩得ぺしと確信する資格を有す｣I

と述べて､七つの経典麓列挙しているo (R22§註､経典の内容I坏|』
明､この言葉は聖徳太子力娩年｢世間虚仮･唯仏是爽｣－世間一般の人 ！

“言行は我執に基つくが故に虚偽が多いが､正覚者仏陀世尊の言行憾常 I
に真実で、 うそいつわりがない－皇と述懐した言葉に比肩されよう）

また即位第↑5年から'4年にかけて発布さｵfたヤ4章からなる岩石詔勅 ｜オ

の中で（特に第5章・第5章）、ユクタ官・ラージユーカ・プラデーシカ。 i

ﾏﾊｰﾏｰﾄﾗ･グﾙﾏﾏﾊｰﾏｰﾄﾗ等の官戦を中央及び地方の行政組 ｜

織に配し、それぞれ~没行政官としての職掌もあったであろうが、自ら王 ｜

の正法を実践しつ典､人民を教え導くことを任務とするよう示している。 ；

(R247～294)特にダルマ・マハーマートラ（正法大官）は、王の

創設したもので、王治制の官制で最も重要な官職だったようだ。その職責 ）

はいろいろな詔勅に明記されている。 (R255～258， 254)

そして民衆徳化の'ために説いた正法として、例えば同岩石詔勅第5章に

「父母には孝順､知己・朋友・親戚･婆識3には寛容であり、殺生を拾離

し、蓉侈吝畜でないのが善である」と説き(R247)、その他師長への

随順･尊敬、出家者(註､宗派をとわず修行者.学ぶ者の意） ・親戚･朋

友・奴娩・貧賎に対する適切な処遇､、出家者・長老に対する布施、及び

抽象的徳目として親切、信実、清掃、温和、自制、報恩などが詔勅の随所

に説かれている。 (･E312)これらはいずれも王の正覚体験に基づいて

説かれた徳目である。

更に王の即位28年に発布されたと考えられる石柱詔勅第7章の中で、
･ ｢ : " "j･ #'-54－
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「人なの徳（ダルマ）の増進は唯まさにここの方途によって達成されるも

のである。即ち、徳目の遵守と内観とである。しかしながらこの中、徳目

の遵守は軽く、内観によってこそ大いに増進するものである」と自己の体

験の結論をのべていることも注目に価する。 (R226，51 1～312)

ここでいう人々とは一般民衆と官吏を含めた意味での人‘々であり、彼ら

に対して人間修養の道を説いたのであった。そして第1は正法を遵守する

こと、つまり王の正法を行為の規範としてそれに順っていくことであり、

第2．は内観によって自己を如実に観察し、我執を解脱することである。恐

らく前者は人民に可能な方法として人民に対して教えたものであり、後者

は為政者としての官吏を意識して官吏に説いたものと考えられるも｡‘人民に

は王の正法を忠実に守って平和な生活を送るようにすすめ、王の代理とし
■ ｡ ■ ■

て人民を治める官吏に対しては、王が行ったと同じように正覚に向かって

努力し、その方法として、王自身の体験に徴して示された最後の纈甫が内

観;"ijhati )であった。 （これを聖徳太子が十七条憲法で官吏の服務心

得を示し、官吏の自覚・向上をうながしたこと－特に7条で「世二生知

少ナシ、尅ｸ念ヒテ聖ﾄ作ル」といっていることや､浅龍義琉安楽行品

で「菩薩ノ道ハ他ヲ正サント欲シテ、先ヅ己ガ身ヲ正ス」と註釈し、 「正

他」の根底として「正己」が必要であることを強調したことと一脈通ずる

ものがあるといえよう。 ）

アシヨカ王は在位57年で崩じたといわれている(R25･6)ので、最

後の石柱詔勅発布の艮脆28年から､晩年10年間の事蹟は､南伝･北伝

にいい伝えもあるがはっきりしない (R255～256)恐らく日常の

政務を行いつ坐､ ､､ままでの詔勅にのっていたように､赫.供塞や鯉
の官戦を任期毎に各地に巡回させ､或いは諸外国に派適して、仏法の弘道

を図り、ダルマ（徳）に拠る政治を続けたものと思われる。

まとめ

従来、南方仏教では、仏陀は釈尊だけという考えが強いので、インドの
－35－
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長い歴史でもアショカ王を「正覚に達した」と考える者はなく、現在､東

西の専門のインド学者でもアショカ王が「正覚に達した」と見る人は非常

に少ないようである｡．

しかし日本では、富永半次郎氏をはじめとする一部の人々によって、、

アシヨカ王正覚説aが説かれてきたことは､非常にユニークな注目すべき

意見であると思う。このレポートは､殆ど大野氏の所説をなぞり、紹介さ

せてもらったわけであるが、それは私自身もその所説に賛同し、少しでも

多くの人に理解してもらいたいと思ったので、響いた。

尤も現代のインド連邦国家で、その国旗の中央にアシヨカ王建立のサル

ナート石柱詔勅の四海子像の下に刻んだ帆日輪脳（法輪？）をシンボルと

して入れたのは、かってのインドの栄光を再現せんとする願いをこめたも

のといえ、現代インif人にも王が深く敬慕されていることがわかる。

たしかにアシヨカ王のようなダルマ（徳）に拠る政治によってこそ、国

内。世界の平和、或いは国民・人類の福祉は、真の意味ではじめて将来さ

れるのではなかろうか。そして王が官吏等に諭した人間の自覚・向上への

道は今日なお重要な意装をもっといえ,ないだろうか。

しかしアシヨカ王のような政治思想は、実現不可能な理想・夢物語であ

り、或いは潅鋼攻治に走る危険があるから、やはり現代の多数決主義によ

る民主的政治のやり方の方がよりよいと思いこみ、現状に甘んじようとす

るか、不満・不信・絶望から無関心をきめこむ者の方が多いのかもしれな

いが、そのこと自体、政治の腐敗・堕落も更にはフアツシヨ化への途に通

じ、本当は非常に危険なのではなかろうか。 ，

「上行～弓下ナピク」（十七条憲法第5条）は、良きにつけ悪しきにつ

け古今東西に通ずる政治の鉄則であるが､;結局は－3人ひとりの反省¥自覚

にまつ他ない。各自がこのよツな反省を:もつだめにも、アシヨカ王の政治

思想は今日、再検討・再評価する意銭をもっていると思う。

なおﾛ悴正月休みに第1回全備研主催の「インド･ネパール研惨旅行」
－56－
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に私も一員として同行させていただいた。私としては、四大仏蹟を中心に、

仏跡を巡礼しつつ、同時に仏陀の鎚徳を羅膨したアシヨカ王の足跡を少し

でも辿ってゑたいという心づもりがあったからである。

その際､旅行中拙ない歌をいくつか作ったが､以下その中から釈迦仏陀

とアシヨカ王追慕のために、作った歌を載せさせてもらうことにする。

ルンピニー園(釈尊挺生の地）にて ，

･Oこの世にし独り尊き釈尊は鄙のルンミニーに生れませしなり

Oみぼとけの挺生の地あかす如くアシヨカ王の碑ひそやかに立つ

ルンピニーの西南方ピプラワの地（カピラ城の跡地？）を拝して

○釈迦族が建てしスツーパアソカ王が二倍大にせしとい参は彼方か

ブッダ・ガヤ（樹下成道の地）にて

○ニグローダの神樹に近き尼連禅河流れは見えず河原広し

○釈尊が悟り開きしといふ金剛座近くアシヨカ王が碑移し建ちおり

大鞘舎（マハポテイ）は現在、九層の塔なるが、

初期の鞘舎（塔）はアシヨカ王が建てしと聞く

○マハポデイを囲むが如く外つ国の建てし寺をあちこちに見ゆ

サルナート（初輪法輪の地）にて

○糸ほとけが初めて法を説きし頃は鹿ぞ棲玖けん広きとの野に

○アシヨカ王が仏陀の遺徳たたへんと建てしスツーパ鹿野宛に見ゆ

○アシヨカ王が建てしピラール（石柱）四本立ちエデグクト（詔勅文）

の跡しかと残れり

ピンピサラ・ロードに立ちて

○釈尊が法を説きける霊蕪山身近に拝し感無量なり

ナーランダにて

○ナーランダに養晦せし弟子の舎利弗が師に相いま柔えしはここらあた

りか

○ナーランダの学園近く一番弟子の舎利弗の塔の建つぞふさはし

－57－
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パトナに宿して、ここはパータリプトラの跡なりと思へぱ、 : ;：
脅

○マウリア朝のアシヨカ王が都せし所は此拠ぞ懐かしきかな ：;
. ， ； . ． ．． I. ？ ：#‘

蕊：

同じくバﾄﾅにて、この地よりチヤーパーラは彼此の間なれば、 ;::
＃

．〒

パーリ浬築経に見えし晩年の釈尊を偲び奉りて ：：
Q q ？ . ｡

○晩年の世尊が阿難に獅子呪せしチヤプラに向ひふし拝みけり

クシナガラ（釈尊入滅の地）にて

○釈尊が身罷りし此処クシナガラは日差し明るく静寂の地なり

○弟子達に見まもられ静かに世を去りし師はねんごろに葬られたり

○浬梁栓しみほとけが墓地にアソカ王の敬譲して建てし大いなる塔建つ ；
＃

○アシヨカ王が建てしスッーパ土まんじゅうの古き形をかすかに残せり ；＃
：;

○ここ聖地は芝生の園に菩提樹立ちブーケンピリア咲きて師を供養せり ::i

雌蕊蒋鰯菫就き

’

○マンゴ樹やブーゲンビリア咲く寺の庭広々として静かなりけり

－38－
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親簿の思想

東京都立国分寺高等学校 菊地尭

. : ； 、

1．ねらい
：．

倫理.社会が本来何をめざして発足したのだったかという問いほど､今

日においてラディカルに問われている問題は、私にとって他にはないと思

っている この種の問いは、しばしば角椴に臨んで最も痛切に問われ、そ

こから後世へ何らかの迩這を残したのであった6

私なりにこの問いに答えるとすれば､その一つとして価悩硯の内面化と

主体化とをあげることになる。

先哲がなぜあるテーマを自己の翻霞としてとりあげたのか、そしてそ

れに対してなぜある答え方をしたのか、ということをその先哲の心の内側

にはいり込んで､了解するということ－こういう営翠こそが実は、そこ

でとりあげられている問題を内面化じて主体的にとりくむ営みとなる。

このように考えて、われわれはこれまで努力してきたのだと私は思う。

親鱈やルターは、この意味で最適の先哲であると私は思っている。すな

わちそこには自己自身の苦悩という切実な課題を通して至腱した思想とい

う価直があるばかりでなく、翻電とその克服・達成の蓮程が、共感しやす

い形ですなおに示されているところに､皇私は教材嵯しての魅力を感賜る恩

である。 ／

こと:での学習においてば､善悪の胤邇を、他人の行動を批評するためで

はなく、まさに自己樹征の厳しい基準の問題として実感させることを、ね

らいにおく。

a展：開. 'P; ･L
毎 宗

（1）浄土思想の展開

はじめに浄土思想の展開を簡単に跡づける。その際平安中期以後の政治
－－－59－
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社会の動揺にもふれ、この状況を人左がどう受けとめたかを、次の例示に

よって生徒ができるだけそこに身をおいて考えられるように努める。

例1 枕草子（25段）より 「すさまじきもの・ ・ ・除目に司得ぬ

人の家。 ・ ・ ・」----すさまじさの意味・

｛例z藤原純友の乱遍乎将門画乱-NHK・TVドラマを想起

例s芥川寵之助･｢羅生門」－－現代国語で既習
I

これらの例から貴族社会の行曾詰まり､民衆の困窮､未来への不安などI

誓難謹鴛鑿駕||
を建立し阿弥陀仏を祀ったのはなぜか。

これらから不安の状況で浄土思想が発揮した魅力を窺うことができる。

例‘….例2．人……しい聯…､､弱州Ⅷ《｜
な人間の悩詮に応える思想として､悪人正識にその頂点を極める浄土信仰 I

が受けいれられる事梢は理解されやすい。 " |i!､ |‘I！
（2） 悪人正機の意味と他力の考え方への展開 ．, . ‘，
法念との出会い(その’）親癖は自己に艇‘、自己の中のどんな小さ ｜

可j

な悪をも、自ら許すことのできない人であった｡その自己の悪を､在来の ｜

どんな修行によっても克服し得ない苦悩の底で、法然の専修念仏の教えに

ふれた感激が、師をも超えた境地への出発点となったことを略述する。
・・： ． . ．

悪人正機ことでは、欽異抄第5条全文を原文と現代語駅とを用いて展開 ．
． 〆 ：

する。原文には、現代語訳では困難な幟凋、力、味わいがあって捨てがた“

い。生徒には当惑剣未であるが、強引に馴らしていく。

剛笥ことでいう、 「悪人」とは何か。

ことでねらうことは、善悪を他人の行動に対する外在的批評の手段とし

て考えるのでなく、自己をいかに厳しくとらえるかという捌堅の転換がど

れだけできるか、である。

-40-
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他力の思想ほんとうに自己を悪人と自覚するならば、われわれは自己過

信のまどろ象から醒め、自己への底知れない絶望を味わうことになる。倫

社の目的は浄土真宗の信者を作ることではないが、このような絶望を少し

でもわがこととして知ることは、人間の謙虚な生き方を考える上で有意銭

であろう。このような絶望によってこそ、他力への絶対帰依という不動の

信条が成立するのだという点の理解は不可決のねらいである。

(3)他力の世界と悪人の自覚

法念との出会い（その2）悪人正機と他力の考え方をより深くとらえ

るためには、歎異抄の他の箇条にもふれる必要があるが、配当し得る時間

の制限を考慮すると、 1～2箇条に糖遇せざるを得ない5“

ここでは、第2条（原文と現代語訳）の全文を醜ませる。まず、これが

語られている状況の説明をする。すなわち、不肖の子善蝿が父子相伝の秘

教という偽りを述べ、これによって関東の信徒の中に深刻な動揺が生じ、

代表団が｢十余ケ国のさかひをこえて｣詰問に来たこと。これに対する親

鱒の所信の説得という切迫した掲面で、偽わりのないぎりぎりの真情が吐

露されている点は、内容理解のために欠かせない。

股間1 なぜ親露は、法然聖人にだまされて念仏のために地激に落ちた

ノ （ ‘ としても後悔しないのか。この条の前半を醜んで答えよ。

ここでは、法然への絶対的なｲ蔀碩という面が強く印象づけられる｡しか

し、それにしてもなぜ・ ・ ・という疑問はなお残る。

股間2同じ問いに後段をも銃んで答えよ。

ここで、悪人の自覚、自力作善への絶望を経た、弥陀への帰依が親簿自

身の信仰告白としてすなおに語られる。思索に主体的に参加してきた生徒

の目が輝くところである。

設問s念仏は浄土往生の道かどうか知らないという．のは、第5条と矛

盾するのではないか｡－気のきいた生徒はこう質問できる。

ここで、生徒はつまづく。自己の信仰という次元の問題と、他者に対し

－41－
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ての客観的証明（特に不信心の人に対する）の不能ということを、きちん

と区別して理解させる工夫のいるところである。

つけたりとして、善擢への厳しい処置一一父子の義絶にふれ、 「出家と

その弟子」を紹介し、文学的アプローチも奨める。

他力の思想の徹底第6条を醜ませる。ここでは、親弼の到逮した境地

を全面的に、その深さで知得することの困難さを、その一端でも感得させ

る。「わが弟子の、ひとの弟子のといふ相輪」の実在がそれを示す。

設問親憾は弟子一弓人も持たないというが、なぜか。

ここでは、わが信心も他人の信心もすべて、 「弥陀の御もよほし．とい

う他力の立錫の極致が示されている。弟子でなく「同行」と考える謙虚な

平等観こそ、指導者の徳となるという逆説的真理でもある。

a まとめ

以上、親露の思想の指導についてリポートしたが、実際の展開ではまだ

ねらいを十分に満たせないでいる。爾述テストでなかなか及第点を与えら

れる答案が得られないことからも、反省すべき点は多い。

プリント資料は、侭か5ケ条に絞った。精競させるためである。思想が

述べらｵrた事情はできるだけていねいに説明した。思想は常に具体的状況

の中で生まれたものであると考えるからである。思想のもつ普遍性は、わ

れわれ自身の具体的状況にかかわるところで意職されるのであり、一人一

人の生御3思想をわがこととしてとらえるという、個別性の形をとり得て

こそ、その普遍性は立ち現われるものだと、私は考える。

との十数年培ってきた、倫理・社会の士俵をやがて失うことは､まこと

に痛恨に耐えない。余儀なく与えられる「現代社会」の土俵は気の重いも

のであるが､敷材鞘選の視点、その生徒への提示のしかた、問題の問いか

け方等々､倫理6社会で身につけたものを鼠6大限に生かしていく努力は、

続けたいものである。

鴬

蔦

蕊

－42－
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ジョン･ロックの社会契約論

都立桜町高 佐藤 勲

〔ねらい〕

「人間の社会生活が、実は人間の観念を契機とすることによって成り立
. Q

っていることを自覚し、そのカラクリを見破ったときに、今度は与えられ

た秩序は、永久の秩序ではなくなる。そこで人間が社会に単に組み込まれ

ているのではなしに、自覚的に社会を変えようとする」（『近代の政治思

想』福田歓一､岩波新書）ヨーロッパの近代が、こういう社醐会のメカニズ

ムを明らかにするという作業をしている。

近代ヨーロッパが発明した近代国家は､現代世界では150を越えてい

る。国家間の争いが、核戦争を起こさないという偲庫のない現在、人類の

‘鰐破滅にさらされている｡人間の生存を保障できるような新しい機購の倉雌

を考えていきたい

〔展開〕

＜自然法思想の意義＞

人間が集団生活を営むためには秩序が必要であり、そこには支配・被支

配の人間生活が生まれる｡最初は赤裸々な力関係になろうが､やがて理性

の持主である人間は､その関係をできる限り合理的なものにしようと努力

する。人魚の理性が目覚め､合理主羨の時代が訪れてくると、いままで支

配者の櫓力が身にまとっていた神秘のヴェールはだんだんと取り除かれ、

もはや力が正議であるとか、伝統が正譲であるとかいう教義は、劃生の前

に屈服し、権力⑲基礎とはなりえなくなった。ただ副生の要諦する正義に
：． ， ．

応えることのできる権力だけが、櫛戎をもつことができる。

それでは選牲がもっている正蕊の観念とは、－体何なのか。時と所を越

えた普矧的な正装とは何なのか。とうしたものの実体を究明しようとする

－45－
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人間の努力が､あらゆる実定法(現実の法律）に先立つ究極の法としての;；
鴬

自然法という観念を生み出したのである。 ；
：:::::i

自然法の考え方はｱﾘｽﾄﾃﾚｽ以来あったが､時代によってかなり異；
＃!：

った内容をもって展開し、中世の神の愛を中心とした神学的な自然法は、 ：
§

近世合理主義の訪れとともに後退し、新たに理性、科学そして個人の尊重』；

という一つの大きな時代の流れに沿った世俗的な自然法が､ 1 7, 18世；
: :

紀のヨーロッパに登場したのである。 :::：

： :::i

ロックが自然法の研究に没頭して、 1664銅と『自然法鈴』をラテン語で:；
．: ：

審いていた頃、大陸ではオランダの「近代自然法の父」グロテイウスやド :；
!::；

イツのブｰﾌｴﾝドﾙﾌが､神学的自然法を打破して人間中心の世俗的自 ：

然法を樹立していた。一方、イギリスではまだ神学的自然法が重んぜられ ！；

ていて、 1651年ホップズが『リヴアイアサン』で説いた極めて世俗的§

な自然法は、なかなか受入れられなかった。

ロックの自然法は、プーフェンドルフの影輕を受けて世俗的であるとと ：

もに、イギリスの伝統的な保守性により宗教的でもあった。

まさにロックの自然法は、イギリスにおける自然法の中世から近世への

櫛度しの役割りを果しているのである。

＜理性による自然法の潔餓＞

自然法を天の「啓示」によって知るというのが、 ’7世紀の宗敬界にお

いて-殻的であったが、近世合理主義の力が強くなってくるにしたがって、

ロックも「理性、実はこれが自然法なのであるが、それはただ相談をもち

かけてくるにすぎない人間に、すべて人は平等であり、独立であって、そ

れゆえ他人の生命、侭瞭、自由ないしは財産を侵害すぺきではないという

ことを教える」と考えるようになった。

更にロックは、キリスト教そのものを合理的なものと信じて、その「啓

示」は理性と一致するものとした。

感覚経験を通じて得られた知職をもとにして、選牲が推進し、万物の創
一44－
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造主としての神の概念に至嵯する。この神が、自然法の作成者なのである。

＜自然法の拘束下の「自然状態」＞

ロックは、 17世紀頃の多くの合理主義理蹄家達一グロテイウス、ホツ

プズfプーフエンドルフーと同様に、政府の起源の論理的な出発点として、

政府以前の「自然状態」から政治鶴（『統治論』）を展開している。

自然状態における個友人がその理性によって自然法を認識するとき、そ

こに自然権力群より与えられる。孤立した独立の個人は、自己の生命、自

由を確保するため、自然のままの共有の荒れた土地に、自己の労働を加え

ることによって私有財産（リンゴ）を得る。そのリンゴを腐らせるほど所
、､ Pd ･

有してはならない。自然状態においても一つの秩序があるのである。

＜自然状態からの離脱＞

ロックでは、自然法は孤島に住む人間をも拘束す．ろほど強いものであっ

た。しかし、それでも自然法だけでは社会の平和を維持するのに十分では

なかった。自然法に反する者があれば､例えば人を殺す者があれば、他の

すぺての人間が自然法の名のもとで彼を殺してもよい&との処罰権を政治

に「信託」することによって、生命、自由、財産という自然権をより一層

安全確保していくために政府の保護のもとに入るのである。

＜「同意」による共同社会への結合＞： 、

自然状態から統治機構の設瞳までに二つの段階がたどられる。

まず自然権の保護を目的とする相互の契約によって共同社会（政治社会）

への移行が行われ、次に信託関係によって特定の政府が設腫される。

社会の形成は、 ロックによ.ると、各人の同意によるなければならない。

人間は自由にして平等であるからである。その掲合、全員の同意という

のは事実上不可能であることを認めて、 :ﾛ･ツクは多数者の同意でよいとす

る。そして、多数者の決定が少数者をも拘束する。その拘束は、自然権を

互いに尊重し共存関係を保たねばならぬという自然法から来ている。共同

社会（政治社会）に結合する目的は、個食人の自然権をより効果的に守る

・－45－． 〆
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ことにあるから、 もし反対する少数者のために社会の結合が弱められ、十

分に機能できない結果になれば、それはまさに共存を求める自然法に反す

ることになるからである。

＜「信託」による統治機関の設睡＞

この契約によって一つの社会が作られただけでまだ統治機関は存在しな

い。これ力殺歴されるためには「信託」という別の手続が必要である．社

会契約と信託とは時間的には同じに行われるかもしれないが､原理的には

異なづた手続として区別しなければならない。
．． ：

国民が統治者によって保護されるかわりに、統治者に対する服従を蕊務

づけられる服従契約における絶対的枢力者と国民との間の戦いの状態を排

除しなければならない。政治社会の結成と統治機構の設睡との二つの段階

に分けて考えることで、統治機構の解体が直ちに自然状態への逆行を導か

ないための安全弁を設ける。そのうえで、国民の反抗棺に根拠を与えるた

めに、統治機構の設霞の手続を国民による政治権力の「信託」ということ

で説明する。信託されたものは受託者・統治機関がその責務をおろそかに

すれば容易にとりもどせるのである。

＜まとめ＞
o f O

国家という不思識なもの、ホップズが旧約聖書に出てくる怪獣リヴアイ

アサンのカラクリを明らかにして、そのメカニズムを人間に自覚させた。

それが、自然を越えた人間の能力に依存していることを暴露したのであ

る。つまり、自然のレベルに還元すれば、社会は人間の集合にすぎない。

それが社会として、あたかも実体であるかのように人間の眼に映るのは

これらの人間が特定の行動様式に従っているからであって、それを取りは

ずしてしまえば、どんなに堅固に見える社会も崩れてしまう。これが制度

の問題である。この制度を支える行同臓を、ホップズ、ロック、ルソー

は人間の高次の能力、劉生と．いう抽象的な能力だと見たのである。
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大乗仏教における空思想

（ 「般若心経」の資料解読）

都立蒲田高等学校 徳久寛

(1) このテー＜を取り上げた理由

①宗教というと大半の生徒は自分とは無録の世界で、何か神がかり的な

世界であると考えているように思われるので、仏敏の学習は思想の解説中

心よりも、"経典そのものを取り上げ、どのようなことが書かれているかを

自分の目で確混させていく方が効果があると思われ、又興味をひきおこす

ことができるのではないかと思われる。 人.，

②「般若心経」はかなり難解であるが、その中心思想が空（無常）思想

にあるので、大乗仏教の世界観を知るためには最適の資料であると考えら

れる。 ．

(2)展開

①「般若波羅蜜多心経」（題名）

般若は知恵、人生の真実の姿を知る智恵。波羅蜜多は完成させること、

到達すること。心は中心の心。経は仏陀の教え。
己 U ､

従って、 「般若波羅蜜多心経」は｢知恵を完成させるための大切な仏陀

の教え」となる。

②「観自在菩薩｡.行深般若波羅蜜多時。照見五穂皆空。度一切苦厄。」

（「観自在菩薩、深い般若波羅蜜多を行ずる時、五蕊は皆空なりと照見し

て、一切の苦厄を度したもうなり。 」）

観自在菩薩は自由自在にすぺてを見とおすことのできる菩薩。衆生を救

済するために般若波羅蜜多の修行に励む菩薩。般若波羅蜜多は知恵を完成

させるための修行。五漣は人間を構成する五つの要素。色受想行織。色は

肉体、受想行職は糖神の働き。受は対象を外界から感受する働き、想は感

受した対象を思惟する働き、行は外界に対して実践する意志の働き寸織は

－47－
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蕊翼漁硫帥鵬蝿…:言？="{="リ
以上からこの段落は｢観自在菩薩が深い知恵に到達するための修業をし :#|

鴬’

た結果､彼朧､人間も含めこの世界はすべて無常であって､何ひとつ固定;I
したものはないということを明らかにし､人為の苦しみを救ってくれた」期

：鵠｜
:盤

となる。 。 ， "§: ｜
劉
：割

空は本経典中の最重要語であるから、空の説明のために、生徒にも比較:§｜

鰯…岬家鱸』や『方丈鱈順頭柵……･他Jjの詩歌を引き合いに出すとかなり無常観を印象づけることができる。 蕊
§‘

⑤｢舎利子｡色不異空。空不異色｡空即是空｡空即是色。受想行識｡亦§
§

復如是」（「舎利子よ、色は空に異ならず、空は色に異ならず、色は即ち§
＃

これ空、空は即ちこれ色、受想行識もまたまたかくの如しなり」） :；
；

舎利子は知恵第一といわれた仏陀の弟子｡本経典中では聞き手の役割。 、 iii:
；;::〉
． .::：

この段落では前段落での空をくり返し説明している｡肉体はやがて滅び鳶

行くものであるから空（無常）であり、受想行鐡の糖神作用もその時その§
；

時の働き方であって、時と所が変わればまた変わってくるうつるいやすい::：
；

ものである。 《簿

④「舎利子。是諸法空相。不生不滅。不垢不浄。不増不滅」（「舎利子:
§

よ、このように諸法は空相にして、生ぜず減せず、垢つかず浄からずく増；
： . ：

:i::

さず減ぜず」） ；;;

舎利子よ､この世の真実の姿(諸法)は空(無常)であるから､生滅､ ；
､ ＃

垢浄、増減というような相対的なとらえ方は本来の姿ではない。我左はお ￥＃
;::；

ろかにもとの相対的なとらえ方を絶対視して、ここに執着し苦しみもがい＃
#

ている。現実の繭題解快に努力することは大切であるが､執着することは:、
；§’

おろかである。 §，
馴

⑤『是故空中｡無色無受想行織｡無眠耳鼻舌身意｡無色声香味触法｡無・ ；
：..:.;：
：:: :

眠界乃至無意識界｡無無明亦無無明尽｡乃至無老死.亦無老死尽｡無苦集 :§

－48－ §｜
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滅道。無智亦無得｡」（「是の故に空の中には色も無く、受想行識も無く、

眼耳鼻舌身意も無く、色声香味触法も無く、眼界も無く乃至意識界も無く

無調も無く、無明の尽くることも無く、乃至老死も無く、主た老死の尽る

ことも無く、苦集減道も無く、智も無く、をた智を得るととも無い。」）

眼耳鼻舌身意は色声香味触法を感受する六つの感覚器官、六根のこと。

無明は迷い。無明から老死注では因果応報の十二因縁の世殆苦集減道は

初転法輪での釈迦の教えた四諦姉

前段落で生跳増減といった相対的なとらえ方に執着することが我々の

苦しみの原因であると説明された.現実世界を筆(無常)であると理銚
た結果である。この段落では種左なこと柄がすべて無という言葉で表現さ

れる。無とは空（無常）のことである。無常な世界の中の仮りの認識であ

る。固定されたものとして執蒲してはならないものであ為色受想行鶴

眼耳鼻舌身意、色声香味触法、眼界ないし意識界。我々の肉体も稲神もう

つるい行くものであり永遠のものではない。我々が眼で見、耳で聞く世界

すべてがうつるいやすい仮りのものにすぎない。我々の存在や悪識する世

界力窪であるというだけではない。仏陀の教えた仏法すらも仮bの真理に

すぎず決つしてとれに固執し信じ切ってはならない。無明から老死主での

十二因縁の教え、苦集減道の教え、これらはみな仏陀の教えである。この

仏陀の教えすら無である。草木も国土もさらになかりけ，、ほとけという

も液齢か，けりである｡真実の智を求め、これを得ようとする求道心す

ら否定される。智も無く､得るも無しである、

⑥「以無所得故。菩提薩睡。依般若波羅密多故b『心無妥硬。無望醗趣

無有恐怖。遠離一切顛倒夢想。究意浬鑑三世諸仏。依般若波羅密多故、

得阿縛多羅三鏡三菩提。」 （「得る所無きを以ての故に、菩提薩唾は、般

菩波鰯密多に依るが故に、心に窒磯無く、璽硬無き力敬に、恐怖有るとと

無く、一切の顛倒した夢想を遠離して、浬繋を究意すb三世の諸仏も、般
○

若波羅密多に依る力敬に、阿縛多羅三鏡三菩提を得たもうなり。」）
－．49－． ざ ．
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菩提薩唾は菩薩のこと。ここでは最初に登場した観自在菩薩に同じ｡里 ii;

磯は心の障害､こだわ，､執着｡順鵬想賦ひ．〈'返った夢､暇に園||
執するおろかさ｡究意はきわ注り到ること｡浬桑は;Dの静かな悟りの境地｡リ

リ

三世諸仏は過去､現在､未来に出現した､あるいは出現する浬桑に到達し I
た諸仏。阿輯多羅三鏡三菩提は永遠の悟り、厘桑に同じ。

空(無常)を体得し､こだわりをすてた結果､もはや心には執着すべき ｜

何ものもなくなり、永遠の寂静が得られる。菩薩も諸仏も、心は喜磯なく、 ｜

婆硬なきが故に､恐れや不安がなく､あらぬ夢想に固執することなく､屋｜
桑を究意し、阿縛多羅三鏡三菩提を得ることができる。

。 『故知鰻鰍羅密多｡是大神呪｡是大轆｡是無上’兄｡率等等呪｡ ｜
能除一切識真実不虚｡故説般若波羅密多呪｡即説呪日。争翻鶏諦波I

羅…羅鱗諦書提娑卿｡』 (『…｡継渡職…｜
れ大神呪なり。是れ大晦児なり。是れ無上の呪なり。是れ無等等の呪なり。 l
能<一切の苦を除き真実にして虚からず｡故に般若波羅密多の呪を説く。 ｜

即ち呪を説いて日く。鶏諦錫諦波羅錫諦波羅僧鶏諦菩提裟婆詞｡」 ｜
）

呪は戎じないの言葉。真言b陀羅尼。掲諦掲諦波羅鶏諦波羅僧鍋

諦菩提娑婆詞は垳娘行け、悟りに行け、完全に悟りに行け、悟りエ幸 ，

あれ。」

空の智を求めこれを絶対視することすら、執着であり苦悩の原因である。

とすれば仏の教えは、ただ呪によってのみ表現される以外に道はない。般

若波羅密多は不思議な､大いに明らかな、無上無比の呪であって､一切の

苦しみを取り除き、真実にして虚しからざる呪である。般若波羅密多の呪

は､ただ､錫諦鋪波羅縄諦波羅僧巽諦菩提織訶とのみ表現さ

れる、

(3) をとめ

①指導上の留意点

－50－

『

一

Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｋ
付
叶



11

A.､航経用の音貌みのついた経典全文に、返り点、送り仮名を書き加え
． ： ’ 。 ．§

たプリントと書き下しの全文をプリントにして､生徒に配布しておく。

B あらかじめ経典中の重要語句を指定し、漢和字典、国語辞典も哲学

辞典等で調べさせておく。

c古典の学習のエうに段落ごとにひとつひとつ解釈を式すめていく。

D段落ごとに、あるいは全体を通して、経典の写経や雷き下しを作業

として課し、意味を確かめさせていく。 、

②参考資料 ・ ， ：

「般若心経・金聞搬若経」 岩波文庫 中村元、経野一蕊

「般若心経識謝角川文庫 高神覚昇"‘;

畷苦心経」 講談社文庫 金岡秀友 … 、

「仏陀の観たもの」 講談社学術文庫 鎌田茂雄

般若心経カセットテープ 「臨済宗檀信徒勤御 KKポニー

W

’

’
’
’

ゲ

’
－51－
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手記にみる「青年の心理」考

都立府中高校 永上露朗

f モラトリアム志向

・大学とは－考えてみると、僕はいつごろから大学へ行こうと考えはじめ

たのかさえはっきりしない。…世間の風潮にのっかって流されているよう

な気もす為かと言って風潮に逆らって生きていく自信恥今の僕にない。

令僕が大学に行こうと考えているわけは、社会に出る自信がないためと

大学へ行けば、何か自分にプラスになることがあるのではないかという希

望であふ

・ 二年になって毎日の生活がみち足りている。多少の悩みはあるが、幸

せな私だからこそ「今を大切にしなくては」と思う。実際楽しい時間は

おどろく程の速さですぎてゆく。それと共に私も成長してゆくのだろうが、

本当の大人に近づいていくことにとても抵抗を感ずる。

・ このごろ、私の心は鉛の態うに沈んでいるのだ◎理由ははっきりとは

わからないのである力らをず第一に人間というもの、 とくに大人というも

の力輕解できない。私の目には大人がすごく腹黒く薄汚なく思うのである。

表面では人の幸せを喜んでいるふりをしても内面では人の幸せに多少のし

っととねたみ、又は他人の不幸を謡,でいるように思われてしかたがない。

社会のニユースー人殺し､けんか一やTVを見ていると、どうも大人とい

ういうのはすることがせせと注しくて、現実的すぎて夢が全くないかわい

そうな生物のエう抵ある意味ではピエロのようで、がむしゃらにラッシ

ュにもきれて通勤していくサラリーマンをみていると、日本という舞台に

ピエロがいる図を思いうかべてしまう。そしてなぜかせつなくこの世が悲

しくなってし左う。

2． しらけ

－52－
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』

・・ 三無主義－私たちにとってたいへん不名誉な宮葉だと思う。しかし、
． ： 。 B

:自分を含めて今の若者には少からずそのような傾向があることは事実であ

るbたとえば身近かな学校生活に毒いて､平気でそうじをさぼっだ’生徒

総会などではちっとも話し合いに参加しな唾ととなど数えあけ？i,ぱきりが
． 、

なv､…なぜか｢みんな力無責任なんだから自分もqみんなが○的だか

ら自分も」というように全体にのめりこんでし注っているのだと思う。こ

れはひっくりかえせば、みんながきちんとしていれ侭おのずと自分もき

ちんとするはずである｡…っさり「自分だけ真面目（優等生)になりたく
．~； ．:． ‐

､ W
ない｣0というのが本音といえば本音だからであろう。

‐ムq“

。 しらけ鳥飛んでゆく南の空へへかなりはやっているしらけ音

みじめみじめ 頭である。この歌を、現代のシラ

しらけないでしらけないで ケた時代を反映した歌だと思う入

しらけたけれど も多いだろう。たしかにぽくらの

みじめみじめ 体内には、しらけ烏が巣をつくっ

ているようだ。なんとなくシラケの世代というのが解る気もすふしかじ

我々の体内にも、そのしらけ鳥を追い出そうとする勢力があるのも事実だ

とい､うことを忘れないでほし(－そして、それが勢いづき、しらけ鳥を追

いはらった偽おもしろいことに、例のしらけ鳥音頭カミ本当に意味をも
● の ● 申 ● ｡ .字

ってくるのである。しらけの根源はテレビなんだ。木枯し紋次郎なんてい

うのもその一つ魁人間の画一化指向が､g随力や､行動力や意志の力を

弱めシラケヘと導くのだ｡9．．それを打破するとき、おもしろいことに傷つ
8 ． ふ

いたしらけ“､命からがら｢みじめ､みじめ｣と南の空へ飛んでいくの

です。その時との歌を歌ってあざ笑い､我々への讃歌となるのである。

a優しさ

・受験一現代は、広く選択できるという点では幸せな時代ぞと思うが、

それだけに自分の生き方、価値観の発見に苦労すると思う。ただそんな時

代ではあっても、受験期になると、偏差値とか、いい大学に入ったとかで
－55－
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人間が計けれてしまう傾向があるし、なにエリも自分でもそう思えてくる

.；のが恐ろしい。人にはそれぞれ個性があるはずなのに。…よく、私達の世

闘伐を「やさしさ」という言葉で象徴する。事実､自分をみても全わりをみ

､.てもそう思う、自分自身を考えてみて、人にやさしいのはいいが、自分に

’だけやさしいのには困ってし注う。ただこういう風潮の中で互いにきびし

く､耐‘としても､そう考える人だけが浮き立ってし注ってはやりにくい。

42』〆い?から沙,鐸しさ0が女性だけのものでなくひとつのブームの上う

）なものにたってしまった｡…あらゆる人が,優しさ，を求めている。人は

それに応えるようとして、表面だけでも、 o優しく0みせかけようとする。

もし、他の人に0優しさ･を求めている人がいるなら、その人がo優しい1

，人にならなければならない。相手に気に入られなくてもいいではないか。

● 優しさの中にも厳しさは必要ですb反対に言えば厳しさの中にこそ本

当の優しさを見出せるのです｡…電車やパスの中に、お年寄りや体の不自

由な人の為に、シルバー・シートというものがあり注す力､あれは何だか

少し人間の思いやりや優しさなどの感捕を無視して作られたものの主うに

思え．砒方ありませAC

･L4いかに生きるか ．

：鼻: 116年間（もう17才になりつつあるが）生きてきて”生きる〃とい

うのは決して難しいことではないと思う。ただその"生"の中で自分がど

のように歩んだかが、ポイントなのだと思う。絶吋に"muet〃ではいけ

ない。常に揃畢t'であり"ing"でありたいI それが0若さqだと思

う。@青春・とい:うと1,.,Q伐後鶚から20才前半のころをさす言葉になっ

ているがも.そんなのは本当の:〆"嶽春〃ではないような気がする。50代で

も50代でも関係ないんだ。総さ〃のある人、その人I封'､つも〃青春

,ing"なのだと信じている｡

・自殺一近頃若者達の間でさかんに自殺が問廻にされるが原因は何であ

ろう力や私は今の青年たちには”が注んする〃という力が欠けているので
－54－
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はないかと思う。現代は社会も複雑になり人口も増え、国も生産や技術革
． ， ‐く :-;･･f :志…;-､ ． ‘’ ，3;. i l.8. : : -:鼠ミ-<-. ､ ､..1

新など、憩う､い達やアタリガに追lﾊづく.ほどになってい､ろ。そのためより

よい人材を必要としている。そこで人間も夢中になってあふれる日本万喝

の中を、押し合いへし合いし、生存競争を続けなければならない。こんな

世の中に生きていかなくてならない人間にとって、がまんする心が弱くて

一体どうして世の中を渡っていけるのでしょう。

。 近頃の私､客観的に見て伸び悩みの職二そういう馬中学校の社会
： ． ・

科の先生が好きでよく言っていた「にもかかわら打(trotzdem)8ゐ

う言葉を思い出し室するこの言葉はトーマスーマンという人が｢すべて何

事かを成しとげた人たちは病苦、貧困、逆境の中にあったにもかかわらず

それらの外的条件に打ちひしがれることなく自分の意志を貫いたのである」

という意味でのべたそうです。そして先生は、私達が卒業する時に「との

言葉を心の中において歯を食いしばれ」と文集に書いて下さいました。

トロツツデム「にもかかわらず』…限りない可能性を秘めたとの言葉

を鏡の中のもうーq人の私がこう言うのです。 ！ ‘; I ：f･,､字. : ．､ ･

く注とめ＞倫社ほど自由な科目はないはずだが、意外と個人サイド

からみると、固定化している。私な･どもこのようなことを痛切に感じる一

人である。とかく自己の指導理念をふりかざし、ひとりよがりになつぢい

る自分を恥じることが多い。いつか、生徒の意識や実態から遠ざかってい

るからである。 〃生徒をして自らの心理を語らしめる”ことをモットーと
〆 ． ＆f ‐

して出来るだけエッセイを書かせてみた。たえず生徒のこころにふれなけ
‐ 3 ．

ればという気持がマンネリ化した私に支配的である。生徒や若者の心理に
▽ 凸 , 、っ：

ついて近年すぐれた著作も多い。これらにも目を通しながら、しかも自分
0 t 。 ． . 一 ･ ･ ･ ：

なりの視点を得たいと願っている。 「青年の,[鰹」には､よく「第ヱ挺

生云々」という一連の古典的図式があるが、これだけでは｢現代青年jを

把えるにぱ無理がある｡倫社指導の基厳は､‘つねに青年の生きたこころ

がある。これ又等しく教育の基本的な課題でもあろう｡、
紙数の関係でここでは以上の趣旨から本文のみ詮列記することに努めた。

したがってコメントは割愛せざるを得なかった。他日を期したい。
－55－
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｢ソクラテスの弁明」を授業に使用すること
J 1

． ‐ 8 ： 、

成瀬 功
ご・- i

i.・ ・． ：

ソクラテスの運命は、哲学の本質をなす主題のひとつである。との謎に

みちた入物に出会うたびに人々の心は深く動揺させられるであろう。

丁.9．ミルは｢かって史上にソクラテス.が生存したという事実を、世界

の人々はいくら想い起しても起しす．ぎるととはなWと述べている。
6 ‐ 。 ． ,

「知恵ある鞠と自ら称し、現実的世俗的利益に役だつ知織技能を教授す

,る戦った学者(ソフイズト)達に対し、ｿｸﾗﾃｽはそうした知餓が、
今 g o

いかに偏見に拘束された火為に目隠されたものであるかを、問答を通して

明らかにしていうた6…

趣ﾕﾕOBomiaとは、知恵を慕い求めることである。学者（ソフイスト）

達が、自,ら港:｢有織者ゾフイスト」であると途､§たのに対して、ソクラテ

スは、自らを「愛知者（フイロソフオス）」と述べたのである。

愛知者と.いうことは、どれだけの知織を自分は所宥しているかというこ

とが問題にな･るのではない｡
． . （ ・

どれだけ知っているのかという分量ではかられるよりむしろ、どんな大

切なものを知っているのか､.そもそも何力如るに値いするのか。どういう

知識が人間にとって大切なものであるのか、人間の「レエゾン。デエトノlgI

として、知蹴はいかにあるべき.であるのか。

無秩序に多量にかきあつめられた知織の量を誇るソフイステスとは違う

のであるも ‘ 式…報．

ソクラテスにとって知ると心討うととは、真実の知織、美にして善なると
. ． . ： 4 ・ ・ ‘ ． ．4 ．

とがらを求めることであっ燭~ _, ‘…訳 ノ ！ α ’ ．
r o f ． ． '・

デルポイのｱ,ボ樽ﾝi禅託ばジクラテスを一生､愛知に奉仕させる契機と

なった⑨

－56－
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‐． 『つ左b誰か私より以上の知者がいるかどうかをたずねたのだ。すると

この巫女はより以上の知者は誰もいないという神託を授けた。」 『， ・

，ソクラテスにとってこのお告げは謎であった。 「あの神標は何をいった

い言おうとしておられるのか、つ雀bその謎はいったい何なのか。という

のは私は実際自分が多かれ少かれ、決して知者ではないということをよく

| 知っているのだから｡すると､私が一番の知者であるということ…し
｜ やると.とに主って何をいったい言おうとしていられるのか、というのは、

｜ 瞳なぞよもやつかれることはあるきいから。それは神隙に許されていない

’ のだから｡」

l 錘神…偽…すために､賢着と鰍した，他人力“そう雷わ
｜ れている人左の所を歴訪した｡その結果「との人より私のほうが知者であ

| る｡液ぜならば､我々のどちらも立派で善いことは何も知っていないｴう
| だが､この人のほう力､知らないのに知っていると思っているけれど､私
， のほうは実際知っていないので、童たその通り.知っていないと思っている

｜ からであ.る、かくて少なくともこの人よりは、ちェうどとの些細な点で、

つ室b、知っていないと思うという点で知者であるようだ、と。」

デルポイの神託は、ソクラテスを通じ、人なの無知の自覚を求めた。真

の知識を得るためには、魔法がかった庭園5aubergartenから解放され

なくてはならない｡

つき，知恵を得るためには臆見を打破すること力球められたのである。

5aubergartenから人々は解放されなくては真の知識に到逮すること

は出来ない｡
" . ､ ･ ■

金銭とか名誉とか地位とか、世俗的利益が支配し､人々がそうしたもの

にとりつかれている状態にあっては、人は案外､肝心なことを忘れて生き
。 j

ているとも雷える。

ソクラテスは、対話によってその忘れを想い起こさ沓無知を自覚させ

たと言え上う｡ソクラテスが求めた、大切な知餓は、誤った思いなしによ
－57~一
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って隠されているのだと考えられ､それ故に思いなし（ドクサス偲見、魔

術を対話にエってひとつひとつはぎとっていくのである｡そのことにェっ

てその中に知恵力輝き出るものなのであ壷ソクラテスはこうした対話術

を、産婆術とも言った。

もっとも大切なことを語りうるために賎完全に自由の身になって、人

は金銀の束縛と力の争いから解放されなければならない。

幅者君に対してにせよ、その他の人民大衆に対してにせよ、′律気に反対

して国のうちに多くの不正なことや違法なこと力起こらない主うに妨げる

人で、命を全うできる者は、世に-弓人もいないのであ壷むしろ正しいこ

とのために本当に戦むうとする者は、わずかな間、命を全うしようとする：

場合でさえも、私人として悪すべきで公人として働くべきものではない｡」

とソクラテスは述べてい為こうした自由の身を一貫することによって､

人々は真理に対する良心を呼びおこし、真理をあるがままの喪において追

求するエうにしてやることがソクラテスの使命であった。

因襲的な考えに安住せ気その本質を問ﾊ、真にあるべきものは何力、
q ･

を純粋に追求す為その故に彼は周囲に波紋を対立をよぶとしても断固と

して真理を追い求めることをやめなかった。そのためソクラテスは、狂信

と偏見と不寛容にとりまかれることになったのである。

「ところで、今アテナイ人鰭君、私が弁明するのは、私自身のためと思

う人があるかもしれないが、決してそんなどころではなく、むしろ諸君自

身のためであ途それは諸君が、私を有罪と判決することによって村線か；

ら藷君に贈られものについて何か過ちを犯すことのないようにと思ってな

のである｡」…「私はちェうど大きくて血統はいい鵬しかしその大きさ0」

のために、ややのろまで、ある種の蛇によって目覚まされる必要のある馬

のようなこの国に、神様によって文字通りくっつけられているのである。 、

ちょうどその蛇の主うに一日中いたるところで､･そばにくっついて座り、 ：｜

諸君の一人一人を目覚きす。つき.b説得し、排難することを決してやめな

－58－
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いような性質のものとして、私は神様からこの国にくっつけられたエうに

思われるのである」…「しかし諸君は多分おそらく、ウトウトしていた

者が目覚室されたときのように腹を立て、ピシヤリと私を叩き、アニュー

トスの言うことを信じて、軽なしく私を死刑に処することだろう。そして

それから余生を眠ってすごすことだろう。」

人間性の美しさを愛し、知性による説得の可能性に信頼をかけていたソ

クラテスは、その生涯の最後をこうした狂信と不寛容にとりをかれながら、

その命を断たねばならなかった。 v

自己の行為の意義への反省や、未知なるものに対する畏怖や有限な人間

能力への露識などを喪失してしまったアテナイ人たちはソクラテスを殺す

ことになってし童った｡ ． ;

ソクラテスの弁明は、ソクラテスの遺言であった。死罪を宣告されたソ

クラテスは述べてい為「すなわち私の息子たちが成年0錘した暁には、

諸君は彼らに復雷して、私が諸君を苦しめてきたのとちざうど同じことで

苦しめていただきたVもつ注り、もし諸君に彼ら力輔のととエリも先に毒

金のことや、何かその他のことを心掛けているように思われるなら、童た

少しもそうでないのに､"ひとかどの者であると彼らが思うなら私が諸君に

対してしたと同様に彼らを非難して、心掛ければならないことを心掛け炎

をた取るに足らぬ者であるのに、ひとかどの者であると思っている、と言

ってやっていただきたい。」と。

哲学説は教ええない。ただ哲学することPhユユoBomierenのみ教えう

るとカントは述べている力､「ソクラテスの弁到を通して、考えるエろ

こびを生綻に伝えた1－ソクラテスの肉声を通して自己を発見するようつ

とめようと毎年取りあげている。 ： ：
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小アンケートにみる生徒の意識

都立駒場高校 細谷 斉

1今年度の授業について

． 4月導入、自己紹介o「ケーテとの対話」の「汝自身を知れ」

5月現代社会の特質 青年と人間形成

6月思想の源流ギリシヤの思想自然哲学からソクラテスヘ

7月 。「弁明」の醜みと競審課題

8月夏休み課題「夏休み中の体験記録」

9月思想の源流キリスト教の思想｡「聖雷物調

1明思想の源流キリスト教、仏陀と原始仏教思想。「仏教第二版』

11月思想の源流仏陀と原始仏教思想、中国の思想

’胡思想の源流中国の思想。「論晤物闘 （以上実施）

1月・2月・5月 西洋近代思想（予定） ◎最終銃審課題

〔説明〕 以上が今年度の年間プランである。昨年室では、年間を通して

「思想の源流」だけを謂義していたが､古代の思想だけでなくもっと新し

い思想も聞きたいという生徒の声や、共通一次テストの実施も考慮し、西

洋の近代思想をとりあげることにした。 「現代の思想」と「日本の思想」

はとりあげられないが、限られた不足気味の時間の中で「浅く広く」 「あ

れもこれも」みるよりも、 「あれかこれｶﾐ』で行くよりないと思っている

o印は貌書指導をとり入れる所で、上記の雷物を全員に購入させた。授業

の方法は私の溺羨式でやっている。特に申し上げることは何もない私の授

業だカヘ多少の工夫はしているつもりであり、以下申し述べたい。

2．小作丈とシ画一卜・アンケートの実施

職式の授業を行っていると言ったカヘ購義だけでは、やはり生徒は物

足りなくなり、退くつに陥り易い。毎時間わかり易く面白い話で生徒を引
一60－
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きつけることが出来ればよいが、それはなかなかむつかし蝿そのエうな
丁 ． ｡‘

状況の中で､私は生徒が自らを多少なりともふり返って考える一つの手だ・

てとして、 「小作文』を書かせる機会を多くし､誰の中に授業の話題や瀞#､’
題点などを見い出す主うに心がけている。小作文を啓かせるには、テー苛〆

と授業の流れの中のタイミングが重要だ鋲授業の導入として、授業途中

での考える材料として、そして一つのテーマが終了するに際しての注とめ．

として用いることができる｡今年度はこれ童でに次のｴﾗな具合で善純
た＠

℃

4月当初「わたし」について、生徒の自己紹介の代わりとした。

6月人生協世界観の学習に入るに際し、人生観､世界観の意味を説

明した後で、 「人は何で生きるか」「我は何を為すべき加というテーマ

で各自の思いを書いてもら･つた。 9月当初夏休み中の体験を点検・反

省させる意味をこめて、「夏休み中の体験より人間関係について』と題し

て書かせた。 11月下郁との頃になると本校では三年次の選択科目の希

望調査を実施する。二年生が自分の将来や進路について初めて真剣に考え

る時である。そこで｢将来の進路や希望について」といったテーマで作文

を脅かせてみると、普段の授業では必ずしも熱心でない者も実によく書い

てくれる。中には､ ､進路の相賊を所える者もある。私は毎年思うのである

が、二年生の二学脇生徒に進学や進路について、豊富な資料や経験を与

えることが必要なのではないかと。情報過多の時代とは言いながら、生徒

の大多数の者は、自分の将来や進路についての正砿な知餓や傭報に乏しい、

受験雑誌などのマスコミの'．寺一シヤリズムに毒されていない真実の知を

もつと与えなければならないと痛感するのであるこれらの作文は一時間

の授業時間の大部分を使用して害いてもらうもので、次の時間にはその内
． ： ！ ，

容の紹介や私の感想･意見などを言うことにしている｡作文とは別に､授
： ,

業の時間の中での生徒の知識や意繊を問う方法として、小アンケートを試
、・ ノ、 f4．％ ・・ ，

みている｡授乗に対する生徒の問題意餓や興味関心を高めることがねらい
－61．－〆… ・ ・ …． .． ， ．
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だが､､授業の遊びと･しても役に立つことがある｡質問項目は一つか二つに

しぼり､,雷かせたらすぐに回収して板審しながら結果を見て行き、その結

果について.をた発問したり意見を言わせる。次に紹介するのは、あるクラ

スでとったものである。

鼠シ画一卜. ・ア'ンケートにみる生徒の意識

(1)Ⅸ学したい大学、つきたい戦業を一つづつ記せ」 (5月15日）

現代の大衆社会的状況についての舗義をしたところで、生徒が将来につい

てどのように考えているのか、漠然とした質問だが、話のタネに問うてみ

た。二年生の一学期の初めであるから進学先まして職業などは夢又は思い

つき程度以上のものではないだろう。だカミ東京の所謂山の手地区にあり、

典型的なサラ‘リーマン家庭の子弟が多((本校の傾向が出ているように思う。

「入学したい大挙」 千葉大、一橋大、学芸大、東北大2、都立大、筑波

大、東大10、外語大4、東工大2、京大、埼玉大、日大芸術、明治薬胤

駒沢､上智、東京農大、早大4，エCU，慶大、桐朋、東京女大、国立系

2、行きたくない、DK4(計45名男25女22数字のないのは

1人を表わす。以下の項目についても同じ） 「つきたV職業」 数学者、

英語関係の仕事、外務公務員、音楽関係、出版報道2、農業2，フリー、

女優芸能人2，建築家、学者5、教師（中学校）5，マンガ家、スチワー

デス、コンダクター､医呑プロデューサー2，婦人警官、薬済駆獣医、

作家、貿易関係、会社員2，弁護士、母親、お嫁さん、何にもなりたくな

い、DK6 [説明〕大学につ1,ずてはとにかく希望を書いているといえる

（本校の入試結果と合わないわけである）し、戦業についてはなおさらだ

が、ほとんどの者が第三次産業を希望していることがわかる。
＠. ＠ 0 0

（2）「現代社会を最もよく表現あるいは象徴しているもの叉はことを一

つあげよ」（5月18日）現代社会の授業を終えるに当り、現代社会の

イメージを間うてみ卿「公喜5！,ワンfパターン5，学歴5、マスコミ5、

大学生2、受験2、表ﾚピ2,ｺﾝ?ピﾕ-."-24シラケ2､全自動涜寵
一も2－
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機2，ラッシュ2も政界汚職高層ピル、NHK(イメージ的に）、成田

空港､無関,いマンネリ、カップ．ラーメン､複合汚染､教育ママ､:満員

電車、サンシャイン、スーパーカー 〔説卿なかなか多様な答が出てき

た。このような質問自体は暇つぶし以外の何ものでないかもしれぬカミ現

代社会のイメージを生徒は適格にとらえていた｡全自動洗溜機、NHx、

カツプラーメンなど出来た答ではないかと思う。ワンパターンという言葉

は私には耳慣れぬものであったが、決まりきった生活の調子を言うものら

しく、生徒は皆主く知っていた。マンネリの新語みたいなものの丞うである。

（3） 「あなたがこれをでに銃んだ本の中から感動や感銘を受けたものを、

一さつあげ、その理由も書いてください一子供の時から今日雀で醜んだす

べての本の中から選んで下さい｣(6月’日）第一学期の「弁明』の就

霄課題を出題するに際し、生徒の読書体験の一端をきこうとしたもの詔あ

る。 「アンネの日記2，カモメのジョナさん2，風と共に去りぬ2､;十五

少年漂流記、万延元年のプット.ポール、天才パカボン、あり子の記、人魚

姫、絶唱、走れメロス、白ばん感.知恵子鍵星の王子様、指輪物語枕

草子、鯛、わがままな大男、四月の海賊たち、思い出の記、落日燃ゆ、

坊ちゃん~ライ麦畑でつかまえて、青春の躍咲、ヘッセのメルヘン、塩狩

峠、チーちゃんごめんね、ちび<ろサンポ、ルーツ、チポー家の人庵、秘

密の花園、破戒、赤頭巾ちゃん、アイヒマンの告日、大草原の小さな家、

く室のプーさん、こころ、老人と海、宮本武蕨、車輪の下、ほらふき男融

斜陽、キューリー夫人伝、二七四の瞳｣． ．〔説明〕幼年期に競んだと思

われる名作童話から高校入学後国語の宿題で読童されたと思われる古典や

近代文学の名作まで、多様な作品があがっているが、哲学書や宗教関係の

番物は皆無といってよい。全体に少年時代の銃番らしさが顕著である。今

や、生徒連に新しい貌書の世界が開かれようとしているのである。それが

倫社に主る貌啓案内と課題であるといえると思う。この意味において、倫

社における醜審指導はきわめて重要な意味を持っていふ私が勧める一冊

－65－
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の本にエって新しい人生観に目ざめる生徒もいるかもしれないのである｡

読書指雲こそ倫社の生命線である｡

（4） 「江川選手の態度や江川問題についてどう考える力端的に配せ」

（11月50日） マスコミを賑わせている江川問題について聞いてみた。

連日のマスコミの異常ともいえる報道に対し､.､どのような反応を示すのか

も合わせて期待した。授業では丁度中国の思想でも社会と個人の関係や性

善一性悪の問題仁｡､礼の徳などについてとりあげており、個人倫理と社

会倫理を比較検討する材料ともなろうと考えた｡”〔集約した数で示す

江川選手の態度を漣める者－6、江川選手の態度を非とするもの－20、

巨人軍が悪いとする者－5、日本社会の特質とするもの－5， ドラフト制

に問題ありとする者－4、運が悪いとするもの－1，自分は関係がないと

するもの－5、両方5分5分とする者－1、わからなし－1〕という結果

であった。ごく常識的で冷静な結果ではないかと思う。江川選手の態度を

非とする表の理由は､わがま雀というのが大部分であり、わがままは許せ

ない、という隣らしい反発心が働いたのかもしれない。逆に、江川選手

を臨めるとする理由は、かわいそうだからというものが多く、どちらにし

.、 ても、日本社会の附えの構造」がこの問題の根底にあるように思われる。

", 、'4．終りに

， 〆以上、授業のエピソードにも｡ならぬ貧しい記事を密いて申し訳けないが、

’,…私は一方では倫理思想史的な流れをガッチリ教えたいという気持と、もう

罠‐方では、生徒の興味関心に結びついた教材や授業を如何に構成するかと

＝いう二つの気持にいつも悩雀されているのである。月喧すれば、理路知と

実践殉m二つをいかに授業の中で綜合すべきなのか考えているのであり，ず .

、本文はその迷いの－蝋である。 -． ．
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第2分科会 「生徒の意識の研究」

研究経過報告

：6月16日（金）攻玉社高校で開かれた都倫研第一と･回例会の偽顔合わせ

があり、世話人として、墨田川高校の渋谷先生と私が選出された。具体的

にどんな方向で研究を進めていくか雀では､話は及ばなかった。

10月27日③第2回の例会力蝿田川高校でもたれた。出席は、大森高

校の寺島先生、江北高校の宮崎先生、墨田川高校の渋谷先生､そして私のへ"‘

4名。私がレポートしたが、なにぶふ教職一年目のため、実のないレポ

ートとなり、貴重な時間を新米教師の指導上の悩みにさくことになり、恐

縮してしまった｡概略ながら、レポートした内容は次の通縦すb

1 5月に「高校生の恋愛』について扱った際のことb 「青年期の恋

愛はプラトニックラブといわれ、糖神的色彩が濃厚であり、純粋

でかつ一方的である」 （第一学習社P44)という教科書の指摘

と生徒の現実との間にギヤププを感じ、生徒の欲望をいたずらに

肥大化させる刺激的、煽状的な性梢報の氾濫一性の商品化一

・ ‐その中でひきさかれてしまった青年の糖神と肉体というところか

ら切りこもうとした。資料として、千葉県のある県立高校で調査
‘､1

した「高校生の性意鋤という新聞の切り抜きを使った。

（結果）資料を碗みあわせていくうちに、生徒は、 「ヒユー」と

か、 「ピユー、ピユー」といった奇声を発し、 「これはウソだ」

「実態はもっと進んでいるはずだ」という意見も出て､生徒の気

持ちは上ついたものになり、結局、興味本位の、のぞき見趣味的

な授業に終始してしまった。
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2． 同じ5月に次の様なことがおこった。発端は、授業中あまりうる

さかったため、私が大声を出して注意したことだった。ある生徒

が、 「倫社は結威一般麓のおしつけだ』 と発言したことから、

「そうだ、そうだ〕 ということになり、授業が紛砕してしまった。

その生徒の言い分を雀とめると次の5点となった。

①倫社ではよく母君達はどう思うか”と聞くカミ結局、最後に

は一般瞼で片づけてしさうのではないか。

… ::。"君達はどう思?鍜〆というとと力吠切なら、全員に聞くべ
． t o

き魁

③〃君連はどう思うか":と聞かれても答えエうがない。自分に

は自分なりのしっかりした考えがあり、人の意見を聞いたと

､ ： ころで変わるものでもな(－

：④."君達はどう思うか〃ということが大切なら、どのように評

価するのか。評価でき.ないではない力や

⑤篭達はどう思うか"と言いながら、結局は教師というのは

我々に教えるという立場にあるではないか。

Ｉ

Ｊ

Ｂ

ｑ

■

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

‐

１

１

１

1， 2のことから－

． ､教材の選び方や、話の進め方等、こちら側で反省すべき点は多

々あるが、 1と2の経験を通して以下の様なことを感じた。

すなわち、自己を客観化する、対劇上するということが実に弱

いのではない力も一般論に対して反感をもつことも、彼らをとり

まく現実をリアルに描き、稲神と肉体というものを結びつけて考

えさせようとしたところ、奇声を発つして興味本位なものに流れ

てし富つたことは、実は同じ意織の構造から出ているのではない

か、 ，

自己を一般鶴という鏡に写してみること、自分たちをとり浅く
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現実と自己の関係をとらえる、そして、そういう緊張関係の中に
； 、

自己をおくこと、がとても弱いということだろう｡それが、生活

面で感覚的で怠摘な振る雀い、ものごとのうけとめ方という形で

現われているのではないか｡

〆

少

おエそ、以上のようなレポートであった。このレポートに対して、参加

された先生方から様均な意見が出された。仮りに、生徒が自己を客観化す

るととがへ夕であり、一般論を極度に嫌うとしても、それに対して、あく

寅でも理性的に迫っていくということだけでは不充分ではないか｡たとえ

ば青年期の恋愛についてのレポートにあるような私の切りこみ方自体、私

自身が一般輪に流されているのではないか、客観自讃料だけ与えればよい

わけではなく、プラス教師の体験談､すなわち教師の全人格的なものをぶ

つける必要があるのではないか、また、一般蹄を嫌う生徒に対して理性で

おし輩くるだけでなく、感性に訴えることも必要なのではないか、生徒の

感性に深く訴えた時にこそ、生徒の意識の構造が内部から変わってくるの

ではないか、等々の非常に示唆に富んだ意見が出された。

第5回の例会は、墨田川高校で1月12日陰)にもたれた。出席は十文・

字高校の岡田先生、共立女子高校の舘入先生､墨田川高校の渋谷先生､そ

して私の4名。この日はレポーターが決まっていなかった。しかし、舘入

先生の学校でとられたアンケートなどを参考にしながら、フリートーキン

グの形で話し合いを進めた。第二回例会との関連で言えば、現在の高校生

の意識状況というものが、どのような社会状況の中でつくり出されている

のかという鶴点で話は進められた。一方に、非行、低学力といった伺轌、

注た一方に、ごく目立たない生徒にエる家庭内暴力、自殺など、このよう

な問題は、ごく限られた一部の生徒の問題ではなく、高校生全般の問題と

なっている。その一つの原因として、共嫁ぎの増加などにエる家庭の教育

力の低下、社会自体の教育力の低下ということに話が及ん燈
－67－
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以上、第2分科会は5回（実質的には2回）の例会をもっただけで終つ

fでし室った。内容も、 0生徒の意職oそのもの室では、なかなかはいりき

れずも次第に理解しにくくなりつつある生徒の意識栂造に対して、倫社と

･いう科目でどう生徒の内面に切りこんでいくのかというところに、話し合

いの重点がおかれた。結果鏡ではあるカミ理解しにくくなうている生徒で

あればこそ､倫社という科目の必要性､生徒の意識構造の研究の必誕を
:痛切に感じた次第です。 ． 』 ” ＃

今畢は世話人が不慣れであること、そして在た､世話人間の連絡が密で

なかったことなどのため蝿諸先生各位に御迷惑をお掛けし益､十分な研究

活動が出来なかったことをお詫び申し上げる次第で九

（記録荒川工・及川良一）

ー

b

今

４

《
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現代女子高校生気質

十文字高校 岡田春生

近頃授業に困難を感じはじめた。私の勤めている私立女子高校の学力偏

差値の中程度の生徒は、むずかしい漢字が暁めなかったり、それ以上に概

念の理解が困難で、考えるというととエリも、まず理解させることに困難

を感じているが、それ以上に私を不愉快にさせるのは、倫社そのものに対

する精神的体質からくる反発であり、常鐵では考えられぬ利己的な発想に
小l”

よる自己主張や誤った相対主義による反発、集団的攻撃などである。簡単

に言えば、こんな面白くない学科は、やめちゃえ、やめちゃえ、ワッショ

イ、ワツシヨイという態度なのである。堅実な校風を誇る女子高校がと思

われるかも知れぬ力、やはり公立中学校からくる一般的な生徒から成り、

そして学校の体質も今は変って、指導八教化力は大分衰えている。しか

しそれ以上に現代の退廃的風潮、マスコミの影響力など力､学校の教育力

というものを遙かに上童わり、社会の亨楽的施設の引力の方が､学校のき

まりよりも強力であると言ってエいだろう。

これは何も私のいる学校だけの傾向ではあるきv､近頃新聞で見た昨年

12月末の警視庁の発表にエると、少年非行は戦後最悪で特に女子の犯罪

家出がふえたとある。私は上記のととを昨年7月の奈良での全国大会の分

科会で出してみた。というのは､商業高校、工業高校、農業高校などはも

っとひどいと思ったからである。このような学校の先生たちは一体どうし

て日々を過しているのであろう力、いろいろな同感する意見が出て最後に

地方の工業高校の若い先生力映然と立って言った。

「そもそも教師が自分の言うこと力注徒に伝わると考えることはとんで

もない饅bであり自惚れも甚しい◎教師はただよい人柄で以て生徒に接す

るべきである。生徒は授業はわからなくても、後に先生の人柄を懐しく思
一69－
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11.￥

い出すであろう」

私は今迄夢にも考え及ばなかったとの異質の発想に荘然とした。教師の

言うことが生徒に伝わらなかったら、教育は成立しないではない力や蚕た

それが教師の生甲斐ではないか◎しかしまたすぐ思い直した。もし教師と

いう職業に2の意味があるとしたら、 1は教育すること、 1は月給を得る

ことと思うが、との先生は前者をあきらめて後者をとっているのであろう。

蕊こうも考えなければ全国の職業高校の先生はつとまらないであろう。

しかしそれでいいの力やこんな疑問から現代の生徳特に私のいる女子高

校の生徒の傾向を分析してみた。

現代の風潮反真面目主義 ・

1977年8月に福岡ユネスコ協会が福岡市で開催した第4回九州国際

文化会議は内外の一流の学者･評鴎家達を集めて行なわれたが、その分科

会「戦後の価値観と大衆文化」というテーマの下での哲学者市井三郎の発

言力癌の興味を引いた｡彼は戦後日本の価値観の変化を2の特徴で定義し

た。 1はつねにエゴイズムと結びついたヒードニズム(hedoniem－亨

楽主義）といってもいいくらいの功利主装、今ひとつは反真面目主義

.,(an怠ユ-SeVioue…B)の顕著化という弓である。 （戦後の日本､舗
談社新審）

たしかにこの傾向はあるようである。後者の反真面目主義に到っては、

倫社の中味が元来真面目人間の産物であるので､生徒の辮的体質からは
げしv仮発を喰うことがあった。カンhの人格主義の購餓をして、内なる

良心の戸に自律的に従うからこそ人格の尊厳力場るので、先生に叱られる

からきをりを守る、看視されているからカンニングをしないというのでは、

丁度､猫が食卓の魚を人間力現ているから､さらわないのと同じで、その

ような人格は尊とくないことになると言った所も 1人がわめいて「どうせ

私たちは犬か猫と同じですよ｣とわめきつづけて授業を妨害されたことが

－70－
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あった。何も特定の生徒を指して言ったことでなかったので驚ろかされた

のである◎

きたある最低の生徒があった。授業が始室ると先ず大アクピをする。そ

れもかくしてやるのでなく、思い切り口を開いてやる。毎時間なのでとう

とう腹が立って「どうしてそんなにアンコウのように口を開けてアク吟を

するの利と言ったら「私はただアクピをするだけ○先生が勝手にそう思

うのです」 「なるほど』 と引き下ったが、毎時間、教科書もノートも開か

ずいくら注意しても同じなので、とうとうある日「朽木彫るべからず」と

の瞼語の句をあげて説教した。その次の時間はノートを開いてせっせと毒
． q, ● ． ：

いているので、私の説教の効果があった、ほめてやらなければ､と近付い
q B , ｨ

て覗きこむと、私のマンガが描いてあった｡鬮線に5羽の雀がとまってい
‘ 6 ，

るその真中に「オカダスズメ」とあって「え一倫理社会とは…・・Jと
． ． ；. ． ;

繁っている傍にお日様がニコニコして「バカが何か言っているよ」とあっ

た。これには参った。孔子が盗顕（とうせき）を説いた寓話（荘子）にあ
‘. 。 』

るエうに、私は病気の自覚のない者に薬の押し売りをしたのである。それ
号 、 ．

以来、私は彼女に注意をしなかったが､彼女は追及の手を許め夫テスト

の中で、カントとかヘーケルとか人名を入れる欄に「オカダスズメ」とあ

った。それから半年ほどして、私はやっとテレビの痴呆番組に「電線スズ

メ」というのがあることを知った。それ以来、生徒理解のため、が雀んし

てその番組を見ているが、近頃の「ナーンチヤッテJ,という言葉は戎さに

この風潮をエく現わしているエうである｡

fマpH

’

亨楽主義的功利主義

前記市井の挙げたもう1の特徴亨楽主羨的な面は言わなくてもわかっ

ていただけると思う。私は生活指導に関係している承どとでも同じだと

思うが、発見、指戦処分はいつも後手にまわり、汚染のスピードはそれ

を上童わり、とても追いつけぬ感じである｡ ，

－71－
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しかも亨楽主畿は生徒の心情に深く浸透しているようである。たとえば
下敷きと称する定期券の大型のようなものに、写真を入れて、授業中もし
げしげと見ているので、取り上げた脈クラス全体の総スカンを喰ったこ
とがあった｡それは野卑な若い男の裸体の写真で、余り上品でない人気歌
手らしかった｡窪たある時その人気欺手のことを「あれらは人間の屑だ』
と言ったところ、総攻撃をうけた。叉、時間中紙片を廻しているのを取上
げると「スシヤのあんちゃんの○○さん、すてきよ◎あの頭云々」とマン
ガ入りであった。あとでその生徒を呼んで説教すると、涙をこぼしつつ「
誰が好きになろうと、私の勝手です:jと答えて一歩も引かなかった。他の
クラスでとの話をした脈リーダーの一人が立上って喰ってかかった。 「
誰を好きになろうと勝手じゃありをせんか。学校の先生でなければいけな
いんですか。ヘブ!」彼女の目は燗々と輝き、顔は真青で歯を喰いしばっ
ていた。私はここに触れてはならぬ聖域を儲gしたことを感じた。毎年の
文化祭に必ず潜り込んでくる狼のような野卑な男生徒たち、校長はそれを
｢だ一見して生理的鍛悪を催さざるを得ない若者た劃といみじくも形容し
たが､．それが彼女たちの神聖な対象なのである。私はそれを「ドプの聖域」
と呼んで、ふだん触れない主うにつとめた。市井の言う利己主義に結びつ
いた亨楽主義といってもいいくらいの功利主義という特徴はたしかに強く
浸透しているようであ為

程度の低さと利己的自己主張など“

以上の特織の他に､知能程度をふくめた全般的なﾚぺﾙの低さ（これは

私のいる学校の特徴だが､．と言っても最低ではない）と誤った相対主義と
巧如な利己的自己主張、それを押し通す集団的攻勢などがある。

ある賎校長から呼ばれて､鐸中に生徒にｴﾛ写真観せたことがあ
るかと聞かれた。どう考えても覚え力唯かつたがやがてハタと思い当った

ことがあった。ユダヤ教の説明の端ミケランジェロのダピテ像を見せた
－72－
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ととがあった。前年度の教科書にはのっていたが､あらたに採用した。

教科番には､の.｡ていないので、わざわざ図魯館から美術全集を借りてき

て見せたのである。裸の青年像で丸出しであるから、これをエロ写真とと

ったのであろう。校長は生徒や父母のあちこ渇からそういう声があったと

言った力為自分のレベルの低さからこれをエロ写真と見るのであろう。そ

うなればミロのヴィーナスもエロ写真ということになるのであろう｡それ

を聞いて、生徳父母のレベルの低さ、そして校長の見識のなさに呆れて

ものが言えなかった。聖番に「豚に真珠を与えるな。豚はよろこばず足で

ふみつけ、咬みつぐであろう」とあるが当にそれである。やはりレペルの

低い対象にはレベルの高い授業はできないということをつくづく思い知っ

たのであった。

なお巧妙な利己的自己主張については、ある時、授業咽机上に手鏡を

置いて眺めているので取り上げた所、職員室へ友人と共に来て、返せとい

う。 「学校には廊下にも教室にも鏡があるではないか。それなら机の上に

鏡を趣いてどこがわるい」と噛みつかれた。これにも呆れた力栖白い言い

分だと思って、ゼノンの「アキレスと亀』の論理と合せて授業中に引用さ

せて貰ったが、開いた口がふさがらないような自分勝手畷理が多い｡．

なお誤った相対主義については、教師を対等と見て、自分たちの主張で

クピにできると思っているらしく、ある生徒をなぐった所そう言われた。

「先生だって人間でしょう」と言う生徒がいて、彼女の接しているいやら

しい大人とこちらを同じと思いこんでいるらしく、注意してもしれしれと

笑って聞こうとしなしも「授業中おしゃべりはやめろ」と言うと「先生だ

ってしゃべっているじゃないの」と言われて、開いた口がふさがらなかっ

た。その子の漂わす淫廊な空気がいやで、思い切りなぐったら椅子からこ

ろげ落ちた。暴力教師ということで、話し合いということになり、吊し上

げられたことがあった。はじめの中は勝手な言い分を黙ってきいていたが、

とうとう爆発してしきった。

＝75－
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あとで何であんなに腹が立ったのかと反省したが、よく考えてみるとそ

れは生徒に対する腹立ちでなくて、今迄良い学校と思って多少なりとも心

底で誇りに思っていた学校のイメージが粉含に吹き飛んでし室ったことに
‐ ‐ ： も、

対する腹立ちと、自分の今迄の努力力無駄であったと判ったことに対する

腹立ちだった。
』 FJ ぐ･も． γ

最早罰教えられる限度であると思って、辞めようと思った。 （私は2度

目のつとめで、生活には困らないのみか、残り少い人生を無駄なことに過

したくはなかった）その略生徒の出した宿題に（問題の生徒たちばかク

だったが）どう間違ったのか法華経寿凰品の自我偶の写しがあった。これ

は仏陀が浬築に入らず､あく注で現世に踏みとど注って､衆生を済産する

ために説法をくり返しているという趣旨で大乗仏教の真髄を説いたと言わ

れている。これを見て仏陀からきびしく叱られた気がして、自分一人を潔

<しようとしたことを深く恥じて思い止まった鋤､退廃はひどくなるばかり
′である。その後授業中変な弥次をとばした生徒をぶんなぐったことにより

校長の要望で退職する庭とになった。やっと解放されたが思い出は苦い。

寵寛は自己満足に過ぎざりし三年の授業苦く噛みしむ〃
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青少年の自殺と増加と倫社 ‘

都立墨田川高等学校渋谷紀雄

1． はじめに

青少年の自殺がマスコミを賑わし始めてからすでに久しい。自殺が時々

集中的に起こると糖神衛生学等の学者のアドバイスが載ったりするが、そ

れは泥繩式の対策に留まらざるを得ない。そのような対応では解決できな￥
．､､,ノ

い根の深い病根が現代社会にはできており、それは日常的な地道な対策、

すなわち、文化的教育的面からの考察と努力によってしか取り払われない

のではないか●私の学校でも一昨年の一学期末に二年生の女子が自殺した。

彼女は演劇部の部長で文芸部にも属し詩を客いていた細で活動的な生徒

であり､倫社という科目にはとても関心があるとも言っていただけに､そ

のとうな生徒に死なれてしまったことは極めて残念で悔まれた。彼女のよ

うな生徒に倫社の授業は何ら力を持たなかったのではないのか？自分の授

業を遅ればせながら再検討せざるを得なかった。その結果、形式上の変更

としては､全員にｽピｰﾁをさせるということに留まっているにすぎない

が、内容面でもわずかずつでも、改良してきたつもりである。その過程で~
。 ：

感じているのは、自殺する者は割合からすればまだまだ少ないカヘ自殺に
, 【 ．

至らないまでも精神的に歪められている生徒の割合は自殺者の増加に比例

して増大しつつあり、そのことを倫社の授業でももっと深刻に考えて対応

しなければならないだろうということである。その辺を生徒の文章などを

材料に考えてみたいと思う。

2． 「倫社」と死の問題

生徒の自殺に際して霞ず考えたのは、その年のそれまでの倫社の授業の

ことである。との年は夏休み前に「思想の源流」のギリシヤ思想だけを終

った状憩だった｡まず悔まれたのは､その前の香年期の問題をその年は他

－75－
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較的簡単にすませてしまったことだった。どの教科書にしてもこの部分に
｡ ．；

・ § ．

ついては青年期における苦悩の必然と、将来の展望を持ち準備をすること

による苦悩の克服の大切さをいささか説教的に述べており、私の授業では

「孤独と友補」といったテーマにやや時間をかける程度で少しお座なりに

すましていた。もっと、学歴社会の中での鋭争を強いられた今の生徒の生

の声をひき出し､各人の悩みの普遍性を自覚させ、その原因を考えさせる

必要があった。そのためにこの問題を積極的に瞼じさせる場をできるだけ

作ってい･くことに以後心がけることにした。 …

次に思想の分野について考えてみる。 ソクラテスは周知のごとく、人間

吟味を彼の使命と考えて、裁判で信念を曲げることなく妥協よりはむしろ

死を選んで、 「単に生き伸びることは意味がなく、 生<生きることが大切」

とした。プラトンは、現象界をイデア界からの逸脱とし、現実よりも理想

を追求した。二人共、自己の信念や理想の大切さを教えるが、生命の大切

さは教えない。また宗教を考えてみると、キリスト教ではもちろん、 自殺

は否定するが、 イエスの思想には「ところの貧しい人達は幸いである。天

国は彼らのものである」という言葉がある。仏教にしても「諸行無常、諸

法無我」という思想は､現実世界の空しさを生徒に印象づけ、ニヒリステ

ィヲクな考え方を助長しないとも限らない｡.このようにみてみると、倫社

の教材には一部の生徒を室死の美化言へ誘いかねないような内容のものが

意外に多いのである。そして逆に言えば、生命の尊さを教えるような教材

は以外に少ないように思われた｡このことは、青少年の自殺の増加という

現実を前に、倫社での前向きの対応を考えた場合考慮してみる必要がある

ように思う。

5． 生徒の意識の中の現代社会

一方、生徒の競書感想丈の中から拾ってみると､今の生徒の現代社会に

ついてのイメージは、 「冷たい」「シラケタ」「偽善的な」「かったるい」

「学歴偏重」という生うな社会として捉えられている。同じ群の他校に入

－76－
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った中学時代の熾の自殺に際して富いた文の中で、ある二年の女子賎．

その自殺の原因を「受験した大学へ行きたくなかったのでは？｡」と考え､・

自分についても「高校生になり私は最初から劣等感のかたまりだった｡そ

こではじめて気付いたのです｡中学の時不良と呼ばれた人達の気持ちが。 ：

勉強ができて不良になる人がいるでしょうか」と書き、さらに「凡人でな・

いようにみせたいために、本当の心と反対の行為をするつらさ｣を訴えて‐

いる。自殺の原因の推測はともあれへ生徒が成綴による序列化の中で想像

以上に焦りや劣等感を抱いていることは確かのようである。それと共に指

摘せねばならないのは最近の生徒の精神的なもろさと社会への不安である6

「青春とは自殺というものと大の仲良しで、す.ぐに自殺への一本道を教叺｡,‘

えてくれるのではないか。青春の顔は表では明るく陽気な天使のよ･うで、

裏では不安な心を容赦なく鋭いきばで引裂く悪魔のエうに違いない」

これはヘッセの『青春時代』を碗んだ女性徒の感想丈の一部であるが、

ここには現代青年の不安な社会観がのぞかれると思う｡彼女の文にはさら ・

に、自殺する人の気持ちが分ったような気がした日の日記を引用している。

「私なんかいらないんじゃないか｡目がじんじんしてもう情けなくて涙が

ぼろぼろ流れた。恥かしぐも学校で。すずめが自由でうらやましい」そし

てこの感情から脱け出せたのは、回りの人が皆、陰から自分を支えてくれ

ると分ったことによると､彼女は書いている｡別の女峨の高野悦子『二

十才の原点』の感想文の中にも同じような例がみられるが、これには、さ．

らに社会への不信も表現されている。 「自分を愛してくれる人がいること・

がどんなに心の支えになること_か。それなのにどうして人は冷たい世界を

作ってしまうのか」「大人達は現実をみきわめる力をもつことを大切だと．

いう。しかし知って価値ある社会なのか」との文からは生徒の心の不安と

現代社会への不信は相関関係にあることが伺われると思う。今の高校生に

とっては社会に「どう適応するか」「どう生きるか」よりもま猟「なぜ

生きねばならないのか」「生きる価値ある社会か」という次元での問いか
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けに対する答えがまず切実に望まれているのではないかと思う。ざ0．

4．倫社の「偉大」と「悲惨」

倫社で学ぶことは現実に通用しないのではないかと生徒の多くに考えら
！ ‐

れがちである。先哲の考え方は生徒にとって＝侭大すぎる＝という感想が

主く聞かれる｡しかし、「偉大さ」とは何だろうか○パスカルは『パンセ』

で「人間の偉大は、人間が自己の悲惨なことを知っている点において偉大

である」と雷いている。先哲も、教師も、生徒も、皆、悲惨なのである。

その悲惨を生の形でさらけ出しぶつけ合うことによってこそ、思想の偉大

さも認職できるのではないか園そして､‘生徒の不安や悩み、現代社会への

不信にも答えられるのではないかと思う。~

ある男子は『二十才の原点』についての感想文で下村湖人の「美しいも

のにあこがれるのはいい。しかしわれわれの人生は太陽に背を向けてはか

ない虹の美しさに見とれるエうなものであってはいけない」（『青年の思
索のために』）という言葉を引用し、次のように番いている。－「まず

生きることが先である。生きていて何をするか？まず体を動かすのだ。掃

除､洗たく､身の回りのこと女ら始めとう,’それらは最も初歩的なことで
あり､基本的なことであるが、同時に最も重要なことだから」との生徒の｡ $ I . 』 ●

「太陽」は一寸物足りない感じもする瓜このような極めて基本的な日常
の「生活｣行動というものが､現代の高校生､塾やテレビの世代には欠け． ． ,！ 。 ； ・

ていることも事実で、その意味ではこの生徒の指摘は意義があると言える． ‘ ； ・;． ・

だろう。それにしても最近の高校生にとって倫社もまた、 「はかない虹の
美しさ｣にすぎないのだろうか｡それは生徒のスピーチに先哲の思想など
殆ど出てこないことからも感じられる。しかし、そのエうな現実、いわば

「倫社の悲惨」を誕餓した上で、あえて、生徒になお訴える時に倫社は「

偉大」であり、また「太陽」たり得るのではないかと思う。そのためには
生徒と教師の共趣基盤の維侍と拡大の努力が､欠かせず、それが今程重要
な時代はかってなかったのではないだろうか○
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‘高校生の意識について……その消極的

・否定的側面と指導について

東京都立大森高等学校寺島甲鮎

〔ねらい〕 学歴社会の支配する日本の教育において、教育を支配する

原理が人間形成の原理よりも競争中心主義・選別中心主義の原理になり勝

ちなことは否定し得ざる現実である。そこに発生する矛盾や人格的荒廃の

現象は、青少年全体に色濃く投影され、 1970年前後の学園紛争を経過

した今日においても、尚高校教育において噴出していると言えるとも考え

られる。落ちこぼれ、怠学、非行、ノイローゼ、暴走族といった顕著な現

象のみでなく、いわゆる「三無主義」とか「しらける」と言われるやる気｡′

をなくした高校生の「消極的」「否定的」な意識傾向は学校生活の各分野

において浸透し、今なお深刻さを増して長い「冬の時代」を迎えているか

のようである。このような傾向を改めて認識し、かかる現象を克服する方

途を少しでも模索することは自我の確立をきし､人生観･世界観の形成を

培養して行く倫・社担当教師の責務の一端であるとも考えるのである｡

〔展開〕

1975年1 1月実施された総理府青少年対策
高校生の悩みと不満

本部による調査によると、高校生の悩みの中で

群を抜いて大きいのが｢勉強や進学のこと」（男58”､女5‘0冊）
であり、っ旨いて大きいのが「就職」（男19緒、女1ス0儲）「友人・

仲間」（男12．4暢、女20．3鍔）、 「性格」（男15．2偽、女1ス5筋）

「異性（男15．0妬、女12．5筋）のことといったものになっている。そ

れゆえ、高校生の「学校生活への希望」に於いてトップを占めるものが悩

みの大きい「勉強や進学のこと」に対応する「授業のし方や授業科目のこ

と」（48．4筋）と「先生のこと」（54．，筋）になっているのは理の当

然であると言えるのである。従って、自分の学力についての満足感は極め

て低く、 1175年5月に実施された東京学芸大学社会学研究室澗査によ

－79－
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れば、満足感を持っている高校生は僅かに4.1儲であり、 75．9筋の者が

不満足であると答えているのである。巷間、高校は三割教育であるとか新

幹線教育であると言われて久しいが、このような現象を単に生徒の能力不

足にのみ黄任を転嫁して考えてはならない。生徒の学習意欲の低下やつま

づきについては、いろいろな要因があると考えられるが、われわれ教師に

とっては、いやしくもその要因を生徒の能力不足や学習の未熟さに求めて

はならないものであって、むしろわれわれ教師の指導の未熟さや指導内容

の不適切さに、その要因を求めなければならないのである。というは、如

何に出来ない能力のない生徒でも、心の底では自分は出来るようになりた

い、しっかり頑張らなければならない、負けたくたいといった強い欲求が

働いている筈である。われわれはこのような生徒の気持を大切に、その欲

求を実現できるように指導しなければならないと考えるものである。

それでは、学習や進路についてとの主うに深
高校生の友情と自己形成

い悩みを持つ高校生は、その悩みを如何よう

に解消しているのであろうか｡前出の東学大の鯛査によれば、生徒の悩み

の相談相手は圧倒的に友人（68．1笏）が多くつづいて母親の'45．5錫と

なって居り、教師は僅かに94筋である。このことは、高校生が学校や教

師に悩みの解決の援助を求めていないとも言えるが、しかし高校生が学校

や教師に期待していない事を意味するものではない。先に述べた「学校へ

の希望」の内容をみて見てもむしろ期待感は強いのである。しかし、われ

われは生徒の作文等に現われる「高校の先生には親しみがもてない。先生

というものは何かかけ離れている。サラリーマンの主うに思えてならな｛'萢」

といった批評が高校生に平均的に存在することを謙虚に反省しなければ

ならない。いくら甘えのパーソナリティがそこに存在するとはいえ、われ

われとしては、自己形成を行なう重要な時期にある高校生が、何か成績中

心主義に生徒を見勝ちな教師の人格に対して、ひと知れず不満と嫌悪を感

じていることを反省しなければならないとも思われる。

－80－
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さて、日本の青年の友情への期待感は特に強いエうである。72年度の

「世界青年意識調査」に主れば、 「友達づき合いは深入りしない方が主い

か」との質問に対して、日本の青年は68．8冊が「深入りした方がよVも」

と答えて居り、他の諸国の30弱以下と比較して特に高い。従って、その

反対に「深入りしない方がよい」という回答が全く逆になり50．4冊と世

界最低である事は当然である。 （最高はフランスの82．1冊）とのエうに

日本の青年の友情への志向は特に強く、心をうちあけて話せる友人を本当

に求めていると言っても過言ではない。しかし、 「心をうちあけて話せゑ“

友人がいない」と答える青年が約四分の一にも達して、これまた世界最高

なのである。総理府調査に主れば、高校生は大学生よりもこの割合が高く

なっているようである。更に、悩みの解決方法も文部省の調査（1973年）

にエれば「自分で解決する」と答えた者が半数以上に及んでいる。つまり、

現代の高佼生は悩みの相談相手の筆頭である友人とも深い交流をもてず1

次に身近な親や教師にも信頼を寄せ切れない全く孤立した状態にあるとも

考えられるのである。加うるに、マスコミの提供するフォーク、 ロック、

ニューミュウジプクなどの深夜放送や漫画・イラスト、 ミニコミ、Gパン

、Tシャツ、長髪などによって象徴される若者文化は、自立を前提とする

大人の社会や文化と対立し、脊年を大人エリ断絶せしめ、青年の自己形成

にとって何より大切な行動力やバイタリティの発露を阻ばみ拒否する情緒

を生み出す傾向ともなっている。又、マスコミの過保護媒体はその受け取

手の高校生に対して過保護となり、何でもくれる母親以上の甘えの媒体と

もなって、底の浅い情緒的な連帯感や短絡的な思考を生み出し蔓延させる

結果ともなっているのである。

以上のような高校生の内的・外的な意識傾向を端的
高校生の三無主羨

に表現したものが、いわゆる「三無主義」とか「し

らけ」と言われるものである。無気力・無関心・無責任あるいは無感動と

いった高校生の消極的・否定的意織状況を端的に表現したこの用語は用い
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られて久し<且つ広汎である。 ’960年の安保斗争以後、今日の進学率93

箭を越える量的拡大の実現の状況下に於いても尚三無主羨は深刻化し、そ

の対症療法的な諸学問の研究にもかかわらず一向にその火を消すことは出

来ないのである。昨今、小中高校生の自殺や殺人が盛んに報道された社会

問題化しているが、これらが子供と子供を取りまく雲境との相互媒介作用

に基づくことは余りにも明らかである。しかし、考えて見るに日夜悩み苦

しむ青年期、これは誰しも通過しなければならぬ一過程であり、しかもこ

のエうな過程を経て青年の自己形成は達成されるものであろうが、われわ

れはこのような青年期の疾風怒涛期を誤りなく指導する事が何より肝要で

ある。そのために最も大切な事が、青年の意識の「積極的」、 「肯定的」

側面を重視し、その症候を助長し培養し育成して行くことであると考える

のである。

〔まとめ〕

朝日ジャーナルに掲敏されている「世界青年意識調査」の結果を論評し

ている東大の松原治郎教授の鯖評にエれば日本青年の特徴は次のようなも

のである。日本青年の生き方と価値志向は消極的･情緒的であって、同じ

年代に閉じこもり、学校、職場、社会というあらゆる生活領域に於いて不

満をもち、対人関係において積極的、好意的態度をとらず、社会的連帯と

いうことに怠慢であるというのが要約として結論づけられると述べている。

まさしく三無主義の結実ともいえるものである。しかしわれわれ大人とし

ては、いや教師としてはどうしてもこのような青年の消極的側面ばかりを

強調することができないのである。日本宵年は家庭やインフォーマルな人

間関係の世界に於いてはどこの国の青年よりも強い心のつながりを持って

いるものである。宵年は本来価値を志向し、それを内面化し、それを支え

として行動し、他と共に人間的成長を期待し、自己を砿立して行くもので

ある。純粋に「民主主義」や「自由」､ 「平等」、 「福祉」や「平和」と

いった価値を志向し、その実現を社会や現実に求めようとするのである。

この青年のバイタリティーとエネルギー、積極的、肯定的意織傾向こそわ

れわれ教師は忘れてはならないのである。そして、未来に自己を投企し、

人生・社会を創造する青年の楕熱と熱意に切り込まなければならないと確

信するものである。
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倫・社ｸﾝﾚｰプ研究発表にみるある生徒たちの実践記録
１

１
１

、

-- 0. .H.Pで学ぶ都市における交通問題一

都立江北高等学校 宮崎宏一

○ねらい

例年のように2学期から、倫・社グループ研究発表が開始された。テー

マ設定．サブタイトルは自由で、‘各クラス6～7名の班が、 7～8つでき

あがった。夏休みを全てその研究にあて、 9月には、その研究報告書を提．､r

出せねばならない。その報告書には、班員一人一人の顔写真が貼られ､'各: Ⅲ

班員は緊張感につ樫まれている。研究発表が、怠れないように、また教科
． Jも ｡ ､q , ﾛ

担任として、ひとりでも生徒の名前を覚えるためにも、この写真付きの報

告書は楽しくもあり、大いに倫P社の授業の雰囲気をつくってくれている。

さてそんなある日の放課後、班員たちカヘ事前指導を受けにやってきた｡

職員室に入ってくるなり、 「先生、O・H・Pを使って、発表してもいい

でしょうか」という．のである◎私は、実のところ一度も使用したことがな

いので､一瞬聴いてしまった。そこですぐに視聴覚係の先生のところへ

とんでいった。視聴覚の先生は、丁寧に、OHPの使い方などを、生徒と

私に教えてくれた。そのグループの生徒たちは、生き生きとしばじめ、や
． ？ ‐ ､ ， ． ‘ ． ．』礦t・

る気を起こしてきた。テーマは「現代社会の問題点」、サブタイトルは､、 ；

「都市における交通問題」であった。彼らはまた近くの､綾瀬警察署を訪

ねて、最近の資料を得るとともに、疑問点を解明するためにファイトをも

やした。こ魁に彼らの作成した資料の一端を紹介することにしたい。

○展開 ： 、

彼らは、0．H・豆用シートを6～7枚カラーサインペンで作成すると
；

同時に、プリントを約1 0枚ほどつくり、それに交通に関する〔新聞の切‘

，抜き」なども、画アプクスしてとじ込んだdそれらの資料をもって､‘全
． ． ラ ' －85－ ‘

今

／

畠ず

、



鞭

員が、視聴覚教室に移動した。班員と私は、早朝登校し機材の点検を済ま

せ倫・社の授業を待ちに待った。普通教室と違い気分的にゆったりとした

空気力漂っていた。一寸した期待感と好奇心とが生徒をつLみ、いつもの

おしゃべりは、まったくなかった。投影が始ったっ

① ＜現状・交通の悪循雲＞

都市交通の渋滞自動車台数の増加 →

↓

解決策一

道路の整備

都市の再計画 公共団体の財務

羽節存得られを

②自動車の保有台数と交通

事故死傷者数の推移

(指数）

4印 ・自動車がもたらす移動の自由は、その

範囲・速さ・快適さという点で徒歩・自

転車などと比べられない面をもっている。

さらにものの運搬・輸送についても､･は

かりしれない便益をもたらしている。

自動車の保有台数は年々きわめて高い率

で増えつづけ、 自動車および関連産業が

日本経済のなかで占めるウエイトは、圧

倒的な大きさとなっている。しかしその

反面、交通事故や排気ガス、騒音・振動

などの公害現象をもたらしている。また

都市誤境は破壊され、自然は汚染され市

民生活の安全を脅かし、社会的な安定性

を失われつつある。

400

ろ印

500

2印

200

1印

100

夕
【

、
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④車両がわの事故原因では､一時

停止違反・横断歩道通行中を妨害

・信号無視などが多く、歩行者が

わの事故原因では、圧倒的に飛び

出しが多く、ついで駐車車両の直

前、直後の横断・横断禁止場所の

胃もの事故原因でも、飛び出しが圧

⑤交通事故死傷者数

I

横断・信号無視となっている。またこどもの事故原因でも、飛び出しが圧

倒的で、車の直前、直後の横断・自転車乗車の場合などがあげられている。

④畷日別事故発生件数
1

⑤＜交通問題の深刻化＞（自動車を一例として）

篝鶉
交通事故・自動車公害
自然破壊など

蕪現在の交通体系の行
き詰まり

自

都市に麦ける犯罪.貧困}§鰯

⑳日本の都市における歩行者が直面する自動車による危険性は大きい。そ

れはたんに、 自動車にひかれて死傷するという直接に被害を受けるものだ

けでなく、排気ガス・騒音などによる公害の悪影響のもとで都市生活をし

なければならなくなっているということを考えに入れると、その危険性は

さらにいっそう大きなものになる。と魁に都市の荒廃の要因のひとつがある。

④機関別国内貨物輸送割合

塁
185例

－85－

年次 総数 死亡 重傷 軽傷

48 54775 538 4ス77 42460

4， 45.840 434 5841 41，557

巳

０

■

Ｆ50 44，444 582 50‘6 40196

51 42β57 550 2256 3，351

年次 総数 日 月 火 水 木 金 #,’土

49 35β68 3，957 5る18 50 5212 5,255 5252 5746

50 35るろ7 5，802 5,218 5,178 5278 5026 5251 5584

51 ろ“31 5，659 4,993 5045 4166 4β88
I

5275 5,309

鉄道4妬

国決る笏

自動車86冊

営業用24冊 自家用62冊
q

lO；
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⑦自動車公害（1976年）

・基準値：環境基準値

･NO2(二酸化窒素）の値
は他の趣においては約

0.041PPM

'）東名高速……深夜は交通量力;少ないが､大型車が多くなるため、騒音

などの影響は変わりない。

2）褒状七号線‘….NO2の値は、足立区の測定結果が043PPM(基準値
の20倍以上）で最高値を記録した。基準値以下の地域は、たった6

弱にすぎな'い◎

⑧わが国の自動車化政策

一

一

》
蕊
嬬
》
》
●
●
●’

胃腺と地~F鉄の感

侵悩

測灘陸-'ﾘゼｰｼ画ﾝの本貿'『園土と入梅』時事通信社''74年
⑬問題の解決への糸口

1）新全国総合開発計画…･･･巨大都市を大企業の中枢管理拠点に改造し、

地方都市に生産現場である大規模工業基地を設け､交通ネクトワークや

・ ・通信網で結び合わせる。
2 ；

2).第三次全国総合開発計画．｡’･…新全総力挫折したため、それにかわって
1

－86－

舎咄･ﾛ由･一匙 望』

二酸化窒素 騒音

基準値 0D2W 55ホン

東名高速 7～8倍 約72ホン（1日平垪焔

雲 七 4～5倍 70～80ホン
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でてきたものだが、新全総破綻の根本的原因の追求や是正がほとんどな

されていない。また交通ネットワークの建設は、三全総、慨案に主ると

最後におかれてしまっている。

ろ）地下鉄・モノレール・コンピューター制御の「新交通システム」の導

入などが計画されている。これは必ずしも需要の大きくないところに膨

大な費用を投じ、解決どころか、悪化に手をかしてさえいる。

4） 自動車の増大に対してはマイカー・マイトラックの規制と道路の整備

が考えら葬るPまた公共交通サービスの水準低下に誠しては､ﾏｲｶｰ、
． ・ ． ・ ：．: 。 ． 1 ‐

マイトラプクの走行規制に連動させて、路面公共輸送機関のための専用

走行レーンを確保し、それららサー: ｽ水準を利用者の要求に適合した

ものに改善していく。

⑭診理想道路

’）歩道と車道を並木などに主うて完全分離｡(排気ガス･騒音等を避ける｡）

の住宅など街路側の建物と道路との間を十分に間隔をとる｡ '(住宅雲境》

を破壊しない主うにするb- 、； 、

ろ）車道を歩道より低くする。（歩行者に過度の負担をかけざぜ注vi6 )

4）センターゾーンをつくる。 （事故発生率の低下を図ろ。 ） ”;：

○まとめ . ． ． ． ． ：－ ，2． 、 ． ‘

視聴覚教室での、O・H・Pによるグループ研究は、整然たる雰囲気の

うちに終った。ちょうど昨年の’0月から東京でぱ5トン以上の大型ト

ラックを対象とした通行禁止規制(土旺日のPM'0時から翌朝AM7時
イ ｡ ‘ ‐ ‐ 0

まで）がﾗ室ﾄ的に実施ざれ､また12月からは新道路交通規制が離されて

いる今日では､われわれ住民ひとりひと”蝿規制に対する自覚力泌要で

あろう｡暴走族は現在､大きな社鐸麺になってい”噺聞でば竜ちこぼれ〃

受験戦争の歪み電雄と分折する｡入イブ必ﾄ章といも蕊為第三の自勤
、 と ．

車か実用化されるのはいつのことであろう力も交通の将来は､低い公害
D： ，ミ

でより少ないエネルギー消費で輸送でき､るものが驍焼されるでおろう。

州
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第3分科会「授業展開の研究」

研究経過報告

都立三田高校海野省治

第ろ分科会は三つの分科会の中では人数が一番少なかったが、 メンバー

構成はベテランから若手迄バラエティに富み、又熱意あふれる先生方がそ

ろわれたので、分科会の会合は年間で6回となった○以下順を追ってみて

いこうと思う。 ：

第一回6月’6日㈹攻玉社高校第一回例会後の顔合せと世話人

の選出、今後の大筋の方向についての検討をした○メンバーがこの回は少

なかったので、雑談風に話が進み、世話人は志村高の木村先生と三田高の

海野となり、又分科会の研究を進めるに当って例えば授業のテープを取っ

て持ち寄ってみてはといった話が出た。

第2回7月6日（木） 志村高校この日はじっとしていても暑い日

であったので、場所を志村高校近くの喫茶店に移し、アイスコーヒーを飲

みながら今後の会の持ち方や授業展開の方法についての意見交換をした。

木村先生は教育相駿の研究をふまえての授業展開をなさっているというこ

とで、例えば、教室に入って1， 2分生徒の様子を見てから授業を開始な

さるとか、授業展開では、グループ研究、ディスカッション、テープの利

用などを、そして､又これはユニークなことであったが、学校周辺の寺や神

社等の見学も行っているとの事守あった。又戸山高の沼田先生は、生徒に

「クリトン」の感想文を番かせ、それを5人のクラスメートに回して、そ

れぞれ感想文を入れてもらい、更にもう一度本人が改めて感想を入れると

いう「レポート感想文記入方式」とでも雷う展開例や教師と生徒との対話、

グループ＝デイスカブシ画ンなどの方法と交えて授業を行っているとの事

であり、いずれ詳細なレポートをお願いすることにこの場で決った。との

日は､次回迄にメンバー各位に一年間、一学期叉は一つのテーマについて

－88－
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の授業展開例や授業計画、授業方法を持ち寄ってもらうことを決めて散会b

第5回 ’0月6日倒三田高との日は各自持ち寄ったレポートに％

そっての研究会。皆富豊な資料であった。飯岡先生（京橋高）は､生徒の

読書指導及びグループ研究、生徒のデイスカプションの内容などの心ボー・

卜。小平先生（両国高）は一時間毎の詳細な授業スケジュールを中心にし

て説明がなされたっ一学期は｢現代と人間」の講義、 2学期は思想分野の

グループ・研究発表との事であった。又先生自身の作られた資料や図版（模

造紙大）とにしての発表まとめは後ほど10月の例会で発表されたb秋元

先生（学芸大附高）は年間の予定と、これから始めるグンレープ研究発表に

ついてであった。先生は、発表時間30分、残り時間は発表に関する討鋳

聞き手にはメモをとらせて後日発表者へ渡させるなどの工夫を左さってい

た。その他課題図審を強制して説ませることの必要性が力説された｡木村

先生は「仏陀の倫理思想」の展開についての報告。5年生で倫社を行って

いることをふまえてのお話しであった。この日は、最近の生徒の現状につ

いても話題が広がり、最近の生徒は子供っぽくなっている。素直、右傾化

しているなどのことが各先生から語られた。叉共通一次の話も出て、次回

にテスト問題や模試の問題を持ちよるということに左ったo

第4回 ’ 1月’5日（月） 戸山高校雪になるのではないかと思う程

の冷雨の中を皆さんにお集b願った。との日は戸山高教頭の鮎沢先生や竹

台高の高原先生もまじえての会合であった○沼田先生の授業展開レポート

が中心であった先生の授業は、生徒を動かし、生徒同志で共に学ぶ授業と

言える。生徒からの問題提起も利用して身近な問題から思想の内容に入っ

ていく。そして前に述べた感想文記入方式やグループディスカプシ画ンな

どについての生き生きした授業展回のレポートであった。この日は更に課

題図書の内容としてふさわしいものは何かとが推選図書としてはどのさ

うなものを示しているかとかの話や、前回に引きつづき、テストについて

の話題へも話が及んだ。沼田先生の場合には全くもう共通一次は意織せず

－89－
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との事であったカヘ各校とも倫社や政経で受験する生徒が急激にふえて、’

1
’

1 その対策一つまり授業展開をどうするか一に頭を悩ましていらっしゃるエ
うであった。

第5回 12月12日脚学芸大附高､伝統の重みを感じさせる校舎

の中でほとんどのメンバーがそろってとの日は開かれた。この日はまず帝

京高の近藤先生から授業展開及びテストの答案についてのレポートがなさ

れた。先生の授業は、豊かな資料を生徒に渡して、又テープや図式を使っ

‘てなされているということであり、又、テストの答案では先生の優秀な授

‘ :業展開の成果があらわれているものがいくつか示された。この日は又、先
！.‘生がマンガに興味のあることもわかり、マンガ齢に一時話が集中した。映

;像やマンガの時代といわれる中での倫社のあり方を考える一つの材料とも
8 ､. ｡

' ”だった。後半は井川先生のレポートであったが私は私用で中座をしてしま
● 9 8

全ったために報告ずることが出来なく残念に思う。

’第6回2月2日倒東高校､年が明けての分科会は今迄にあまり例
』iわない事であるが､回を重ねる毎にﾒﾝパｰの先生方に熱が入ってきて第
6回の会合とをづた｡との日は、飯岡先生の「ソクラテスの弁明」を用い

た学習活動についての発表をまず行った。「弁明」を8時間位かけて、醜
み進めた授業であったが､一つの作品をじっくり説んだ効果が学年末のし

、。

、ボートにもあらわれている（先生の所でも5年で倫社を行っている）との6

！事であったbその他の話題としては、秋元先生､井川先生の持ち寄られた
テープ（生徒のグループ研究のもの）を聞いて、それぞれの学校の特色を

生の形で知ることが出来た。会終了後は有志で納会を行い、 ｡又さまざまな

話題が出たが、ここでは残念ではあるが省略をする。

以上、第5分科会は今年度はずみのついたポールの如く、活発な活動を

展開した。とのムーポドが来年度以降も各分科会において継院されていくこ
とを期待したい。 、 。

｡ ， 、 。4 ‐ ，
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倫社学習指導のポイント

-ねらいをふまえた主体的な授業展開一 、 、、

東京学芸大学附属高等学校 秋元正明 ．

①まえがき

戦后54年も経過すると、日本教育全般への反省につれて､ ､社会科に涛

ける倫社の学習指導も見直される時機を迎えたエうである｡高校における

道徳教育の核として重要な意味付けをしてきた倫社も､. ('）国公立共通一

次試験の導入という大学入試の要謂と、 （2） 57年度＄少の「現代社会」

への発展的移行に生って、大きく変貌しようとしている。ようやく定着し

つつあり、かつまた、数々の実践をふまえたすく．れた研究業績の蓄綴され

た今日、一抹の感慨を禁じ得ない。

しかし、ふりかえって見るときに、本来の真味での学習の主体である高

校生にとっての倫社学習は、どれほどの意義をもっていたのであろうかと
‐ ′

自問自答するのが偽らざる心境である。すなわち、価値観の多様な変動す

る現代社会に生き抜く高校生にとって、本来の生き生きとした主体的学習

が展開できたであろうからという反省である。ささやかな実践を通して、

倫社学習指導のポイントを列記してみたい。、

園学習目標の再確露

目標のないところに効果的な学習は成立しない。教師の指導方針の砿立

なくしては学習指導も無意味であることは自明の理である｡その拠りどこ

ろとなるものは、 「学習指導要領」であり、その解説も含めて十分に熟醜

玩味してスタートすべきであろう。倫社の学習目標を再確認することが、

学習の前提条件である。とくに〈教職経験も浅く未熟な教師はv学習指導

要領の法的拘束性を鐙議したり、先哲の思想の一方的なイデオロギー批判

に堕落する前に、まずもって鎌虚に学習指導要領を吟味･検討して､敬師

としての学習指導目標を再礪露すること左〈しては、被教育者である生徒

－91－
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の学習目標も暖昧となり、学習そのものが混乱、動揺するであろう。こと

に「現代社会について客観的に認識させるとともに、そこにおける人間の

生き方について考えさせ、青年期における自己形成の課題を自覚させる」

ことをねらい､「謝切社会に生きる人間として、常に自己の考え方や行為

を反省し批判していく自主的態度や、倫理的実践を高め主うとする自覚的

な態度と、それらに必要な能力を婆う」ことを眼目としている倫社学習の

目標を達成するためには、謙虚にして鍼実な態度が教師に要請されるであ

ろう。私が、年度初めの第一時限に、学習にスタートしようとする生徒全

員に「学習指導要領」の抜き刷りを資料として配布するのも、生徒ととも

に学ぼうとする教師の姿勢を吐露した結果である。

⑧学習内容の精選

年間に2単位時間と限定されている中で、自ずから学習内容は糟選せざ

るを得ないのは当然である。況んや、教師の趣味．趣向に主って内容選択

したり、一面的な強制は邪道であり、画一的にして総花式に堕しないため

の配慮は常に心がけねばなるまい。目標に照して考えるときに、 「現代と

人間」単元は「人生観・世界観」単元の導入内容として重要な意味をもつ

ものであるので、普通課程の高校では，学期間をそれに充当するのが無難

かも知れないo2．5学期間を「人生観．世界観」学習におくことになろ

う。

私の立場では、夏期休暇の効果的な活用を考えて、 「現代と人間」を4，

5月、 「人生観．世界観」を6月より取り扱うことにした。具体的に云え

ば、 「現代と人間」の課題図譜として、時実矛修『人間であること』（岩

波新書）を生徒全員に時間をかけて醜ませることから、人間とは何承い

かに生きるべきかを多面的に考えさせる契機たらしめた。文科系の者は勿

論のこ'と、理科系の者まで興味と関心を示してくれたのは、 との著作がす

ぐれた生理学者のものである外に、多数の参考文献を紹介してくれている

良唇であることにエるといえまいか｡これに引き続いて「人生観．世界観」
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